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度定着しつつあると捉えることができる。   

週休2日制について，吉村（1993）は宮崎  

刑務所での調査を踏まえて，一般職員は地域  

に密着しながらそれぞれの休暇を有意義に過  

ごしているとしている。しかし，週休2日制  

とはいえ，行刑施設職員の勤務については勤  

務形態が多様であり，第一線で働く職員のス  

トレスは質的・量的にも多いことが予想され  

る。大川他（1997）は男子刑務官を対象に，心  

身の状況ストレス，ストレス解消のための周  

囲の支援状況及び勤務意欲についての調査を  

行っており，次の3点を提示している。  

（1）行刑施設職員の勤務意欲は，年齢の高い   

方が高く，また，処遇の第一線で勤務する   

職員の方が高い。  

（2）職場におけるストレスは，年齢では40歳   

代，階級では看守部長が強く感じている。  

（3）ストレスが高いにも関わらず，「燃え尽   

き症候群」のような問題が顕在化していな   

い背景としては，支持支援者の存在と，組   

織に対する信頼感の強さが考えられる。   

本研究においては，この先行研究を元にし  

て，女子職員をも対象に含み，内容としては，  

職業に関する意識，健康状態，余暇に関する  

意識及び生活一般等にも範囲を広げて，行刑  

施設職員がどのようなことを考えながら生活  

しているのか，余暇時間をどのように過ごし  

1 はじめに  

我が国には，戦後経済的に欧米先進諸国に  

追いつくことを目標として必死に努力してき  

た経緯がある。現在，あらゆるメディアにお  

いて日本経済の危機が叫ばれてはいるものの，  

日常生活場面においては，ある程度の生活水  

準を維持できるような状況になったと言えよ  

う。この状況においては，各世代の生活に対  

する志向性は大きく変化し，総じて量的な豊  

かさよりも，ゆとりのある質的な豊かさを求  

めるようになってきている。森（1989）は伝  

統的な労働観。価値観が意味論的には実体が  

なくなりつつあると捉え，以前は仕事に最優  

先の価値が置かれ，余暇は仕事に従属するも  

のであったが，生きがいという点になると仕  

事よりも余暇を選択することになると述べて  

いる。   

職種により幾分差が見られるが，一般企業  

が，週休2日制を採用したのと歩調を合わせ  

て，国家公務員の勤務形態は，昭和63年4月  

から4週6体制が実施されてきた。矯正施設  

においては，4週6体制の導入に際して，業  

務の特殊性，各職員の負担増から，その実現  

が危倶されていたが，実施から10年以上経過  

した今現在，現場での職員配置等問題点はあ  

るものの，週休2日制は制度として，ある程  
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ているのかについて調査を実施することにし  

た。  

2 目的  

行刑施設職員が日ごろどのようなことを考  

えながら生活し，仕事に取り組んでいるかを  

調査し，より快適な職場及び私生活環境作り  

に資する資料を得ることを目的とする。  

3 方法  

（1）調査対象   

調査対象は，1，557名（男子1，201孝，，女子  

356名）の行刑施設職員である。本研究は，一  

般職員の勤務意識を調査対象としていること  

から，調査対象の階級は副看守長，看守部長  

及び看守とした。   

全国の行刑施設職員のうち，2000年4月26  

日現在の各施設の職員数を参考にし，男子施  

設からは35庁，女子施設からは5庁を調査対  

象施設とした。具体的職員の抽出に際しては，  

あらかじめ対象施設の職員名簿を使用し，男  

子施設では男子職員を，女子施設では女子職  

員を4分の1の割合で抽出かつ指定し，各施  

設に質問紙調査を実施依頼した。調査は任意  

である旨を事前に周知させた。   

調査票の内容の秘密を確保するため，調査  

票は封筒と一緒に配布し，調査票記入後，封  

筒へ封入してもらい，各施設ごとに回収し，  

一括して中央研究所に送付する形式を採用し  

た。  

（2）調査時期   

2000年9月6日から同年9月30日までの25  

日間  

（3）調査内容   

調査票は，職員用調査票1部のみから構成  

されている。その内容や作成経過は，次のと  

おりである。具体的質問項目については，資  

料を参照されたい。  

ア 属性調査  

（D 性別  

② 年齢  

③ 勤務年数  

④ 所属部門  

⑤ 主につく配置  

⑥ 階級  

イ 職業に関する意識調査  

（D 職業志向尺度   

若林他（1983）による尺度の簡易版である。  

「待遇や報酬が実力本位・能力本位であるこ  

と」など，職業や仕事に何を求めるか，仕事  

条件やその結果に対する期待や好みを測定す  

る内容の25問から6問を抽出したものであり，  

回答は「重要である」「少し重要である」「ど  

ちらとも言えない」「あまり重要でない」「重  

要でない」の5つの中から選ぶようになって  

いる。質問項目の内容については，内容を変  

えない程度に表現を改めてある。  

② 企業帰属意識尺度   

関本・花田（1987）による尺度の簡易版で  

ある。「矯正を発展させるためならば，人並  

み以上の努力をすることをいとわない」など  

組織の目標，規範，価値観を受け入れ，その  

組織のために働きたいという意欲を測定する  

内容で，全体で24項目から12項目を抽出した  

ものであり，回答は「あてはまる」「少しあ  

てはまる」「どちらとも言えない」「あまり  

あてはまらない」「あてはまらない」の5つ  

の中から選ぶようになっている。質問項目の  

内容については，内容を変えない程度に表現  

を改めてある。  

③ 職場に対する意識調査   

職場において，職員の具体的状況での意識  

を問うものである。内城（1981）が大阪刑務  

所の職員に対して行った調査の引用である。  

「今後の仕事の継続」「職場の満足度」につ  

いては5件法による回答であり，「職場に対  

する不満の理由」についてはあてはまるもの  

を選択する形式である。   
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ウ 健康状態調査   

健康管理の面から，身体的■精神的に職員  

の実態を問うものである。鈴木（1992）が札  

幌矯正管区内施設職員に対して行った調査の  

引用であり，「健康度合い」「疲労感。不健  

康感」「病気の有無」「具体的病名」につい  

て問うものである。回答形式は，多肢選択法  

である。  

エ 余暇に関する意識調査   

職場以外の生活意識の中で，特に余暇に関  

する意識を問うものである。「余暇の目的」  

は，鈴木（1992）が札幌矯正管区内施設職員  

に対して行った調査の引用であり，回答方式  

は5件法である。「仕事と余暇の関係」「余  

暇を一緒に過ごす人」「余暇を過ごす場所」  

「余暇の満足度」「余暇の不満な理由」につ  

いては，内閣総理大臣官房広報室による調査  

（1992）を参考として作成したものである。  

「余暇を過ごす場所」が3件法，「余暇を一  

緒に過ごす人」が4件法，「仕事と余暇の関  

係」「余暇の満足度」がそれぞれ5件法，「余  

暇の不満な理由」が多肢選択法である。「休  

日数に対する考え」「希望する連続年休」は，  

内城（1981）が大阪刑務所の職員対して行っ  

た調査の引用である。回答形式は多肢選択法  

である。  

オ 生活一般に関する調査   

職場，余暇のどちらにも属すると考えられ  

るものや，生活。勤務形態に関する一般の意  

識を問うものである。「職場内でのクラブ活   

動」「刑務官生活・研修に対する満足度」「官  

舎入居の有無」「官舎生活の満足度」「単身  

赴任経験の有無」「単身赴任に対する考え」  

に関して独自に作成した。回答形式は多肢選  

択法である。  

4 結果  

有効な回答を得られた1，557名の行刑施設  

職員について，年齢別に18～29歳，30～39歳，  

40～49歳及び50歳以上の4群に分け，それぞ  

れ性別・年齢別に各項目について検討する。  

（1）項目別に見た行刑施設職員の特徴  

ア 属性調査  

田 性別。年齢，勤務年数   

対象者の性別・年齢の構成は表1，また，勤  

務年数については，表2のとおりである。女  

子職員の場合，年齢が低く経験年数の少ない  

若年職員に偏っていることが分かる。  

表1 基本的属性  

性別  18～29歳  30～39歳  40～49歳  50歳以上  合計   

244  311  422  216  1，193  

男子             （20．5）  （26．1）  （35．4）  （18．1）  （100．0）   
93   45   18  355  

女子  199           （56．1）  （26．2）  （12．7）  （5．1）  （100．0）   
443  404  467  234  1，548  

合計             （28．6）  （26．1）  （30．2）  （15．1）  （100．0）   
注）（）内は構成比を示す。  

表2 勤務年数  

性別  5年未満  6～10年  11～15年  16～20年  21～25年  26～30年  31年以上  合計   

男子   
181   139   190   228  185   162   104   1，189  

（15．2）   （11．7）   （16．0）   （15．6）   （15．6）   （13．6）   （8．7）  （100．0）   

女子   
147   83   50   27   24   20   4   355  

（41．4）   （23．4）   （14．1）   （7．6）   （6．8）   （5．6）   （1．1）  （100．0）   

328   222   240   255   209   182   108   1，544  
合計  

（21．2）   （14．4）   （15．5）   （16．5）   （13．5）   （11．8）   （7．0）  （100．0）   

注1）（）内は構成比を示す。  
注2）無回答は除く。   
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表3 所属部門  
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性別  総務関係   処遇関係   処遇関係   教育関係  分類関係  医療関係  その他   
（処遇）  （作業）  

合計   

186   830   72   32   35   ．37   
男子  

1，193  

（15．6）   （69．6）   （6．0）   （2．7）   （2．9）   （3．1）   （0．1）  （100．0）   

42   269   6   14   15   8  

女子  
354  

（11．9）   （76．0）   （1．7）   （4．0）   （4．2）   （2．3）  （100．0）   

228   1099   78   46   50   45   1，547  
合計  

（14．7）   （71．0）   （5．0）   （3．0）   （3．2）   （2二9）   （0．1）  （100．0）   

注1）（）内は構成比を示す。  
注2）無回答は除く。  

表4 配置  

性別  区分   18～29歳  30～39歳  40～49歳  50歳以上   合計  

183  82  105  77  447  

昼夜勤勤務   （85．5）   （36．9）   （41．3）   （53．8）   （53．7）  

底［10．8］ ▽ト5．8］ ∇ト4．7］   ［0．0］  

31  140  149  66  386  

日勤勤務  （14．5）  （63．1）  （58．7）  （46．2）  （46．3） ズ2（3）＝127．802＊＊＊  

▽ト10．8］  息［5．8］  A［4．7］   ［0．0］  

男子  

214  222  254  143  833  

（100．0） （100．0） （100．0） （100．0） （100．0）  

121  30  16  4  171  

（75．2）   （46．2）   （48．5）   （33．3）   （63．1）  
昼夜勤勤務  

40  35  17  8  100  

（24．8）   （53．8）   （51．5）   （66．7）   （36．9）  
女子   日勤勤務  

161  65  33  12  271  

（100．0） （100．0） （100．0） （100．0） （100，0）  

注1）（）内は構成比を示し，［］内は調整済み残差を示す。  
注2）＊＊＊は有意水準0．1％未満で有意差があることを示す。  

注3）女子は，期待値算出にあたり，X2検定が不適当と判断された。  
注4）残差分析の結果，底は期待値より有意に多く，  

注5）無回答は除く。  

（イ）所属部門   

表3は，所属部門について見たものである。  

男女ともに処遇関係（処遇）が半数以上を占  

めていることが分かる。  

伊 配置・勤務の内容   

表4は，配置と年齢群について見たもので  

ある。なお，度数が7未満の場合は，X2検定  

の条件を満たしていないとし，検定を行って  

いない。以下のズ2検定においても同様である。  

男女ともに昼夜勤勤務の割合が半分を超えて  

いる。男子については勤務形態と年齢群との  

間に有意な関連が見られた。残差分析を行い，  

∇は期待値より有意に少ないことを示す。（5％水準）  

年齢群に注目すると，18～29歳は昼夜勤勤務  

が有意に多く，日勤勤務は有意に少なくなっ  

ている。30～49歳はともに昼夜勤勤務が有意  

に少なく，日勤勤務は有意に多くなっている。   

勤務の内容については，表5のとおりであ  

り，工場勤務と処遇事務で占める割合が多い  

ことが分かる。  

何 階級   

表6は，階級と年齢群について見たもので  

ある。男女ともに年齢群が上がっていくにつ  

れて，階級も高くなる傾向が分かる。   
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表5 勤務の内容  
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舎房  
性別  工場勤務   （受刑区）   

舎房  
構外作業  内・外掃 営繕  処遇事務  出廷   交代   

（拘置区）  

合計   

37   23   19   35   115   9   9   376  

男子  129                   （34．3）   （9．8）   （6．1）   （5．1）   （5．1）  （30．6）   （2．4）   （2．4）  （100．0）   

10  10   31  4   100  

女子  45                   （45．0）  （10．0）  （10．0）  （31．0）  （4，0）  （100．0）   

174   47   23   19   45   146   9   13   476  
合計  

（36．6）   （9．9）   （4．8）   （4．0）   （9．5）  （30．7）   （1．9）   2．7  （100．0）   

注1）（）内は構成比を示す。  

注2）無回答は除く。  

表6 階級  

性別  区分  18～29歳 30～39歳 40～49歳 50歳以上  合計  

6  17  119  166  308  

（2．5）   （5．5） （28．6） （79．4） （26．3）  
副看守長  

16  72  251  43  382  

（6．7） （23．4） （60．3） （20．6） （32．6）   
看守部長  

217  219  46  482  

（90．8） （71．1） （11．1）  （41．1）  

239  308  416  209  1，172  

（100．0） （100．0） （100．0） （100．0） （100．0）  

5  19  13  37  

（5．4） （43．2） （72．2） （10．5）  
副看守長  

13  35  20  5  73  

（6．6） （37．6） （45．5） （27．8） （20．7）   
看守部長  

184  53  5  242  

（93．4） （57．0） （11．4）  （6臥8）   

197  93  44  18  352  

（100．0） （100．0） （100．0） （100．0） （100．0）  

注1）（）は構成比を示す。  

注2）無回答は除く。  

位であること」など，職業志向に関する6項  

目について，「重要である」「少し重要であ  

る」の回答を「重要視」，「重要でない」「あ  

まり重要でない」の回答を「非重要視」，「ど  

ちらとも言えない」の回答を「中立」と3群  

に分類し，年齢群ごとに見たものである。職  

業志向と年齢群の間について，男子において  

以下の3項目に有意な関連が見られた。   

「2 待遇や報酬が実力本位・能力本位で  

あること」については，「重要視」62．2％，  

以下「中立」31．6％，「非重要視」6．1％の順  

となっている。残差分析を行い，年齢群に注   

帥 家族との同居   

表7は，家族との同居と年齢群を見たもの  

である。男子では，年齢群が上がっていくに  

つれて，同居家族が「あり」の割合が増加し  

ている。女子においては，40～49歳までは男  

子と同様の傾向だが，50歳以上になると同居  

家族「あり」の割合が減少している。また，  

男女ともに18～29歳の同居家族「なし」の割  

合が他の年齢群に比べて際立って多い。  

イ 職業に関する意識調査  

田 職業志向尺度   

表8は，「待遇や報酬が実力本位・能力本  
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表7 家族との同居  
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区分  18～29歳 30～39歳 40～49歳 50歳以上  合計  
146  44  30  13  233  

（60．1） （14．2）   （7．2）   （6．0） （19．6）  
同居なし  

32  24  17  39  112  

（13．2）   （7．7）   （4．1） （18．1）   （9．4）  
妻〔夫〕のみ  

41  197  248  111  597  

（16．9） （63．5） （59．2） （51．4） （50．3）  
妻〔夫〕と子  

2  1  5  8  

（0．6）   （0．2）   （2．3）   （0．7）  
男子  子のみ  

妻〔夫〕と子・  1  30  101  40  172  

その他の家族  （0．4）   （9．7） （24．1） （18．5） （14．5）   
23  13  22  8  66  

（9．5）   （4．2）   （5．3）   （3．7）   （5．6）  

合計  243  310  419  216   1，188  

（100．0） （100．0） （100．0） （100．0） （100．0）  

148  35  7  7  197  

（74．4） （37．6） （15．9） （38．9） （55．6）  
同居なし  

10  8  1  19  

（5．0）   （8．6）  （5．6）   （5．4）  
妻〔夫〕のみ  

8  16  11  1  36  

（4．0） （17．2） （25．0）   （5．6） （10．2）  
妻〔夫〕と子  

1  11  1  1  14  

（0．5） （11．8）   （2．3）   （5．6）   （4．0）  
女子  子のみ  

妻〔夫〕と子・  2  11  18  1  32  

その他の家族   （1．0） （11．8） （40．9）  （5．6）  （9．0）  

30  12  7  7  56  

（15．1） （12．9） （15．9） （38．9） （15．8）   

199  93  44  18  354  

（100．0）（100．0） （100．0）（ioo．0）（100．0）  

注1）（）は構成比を示す。  

注2）無回答は除く。  

目すると，40～49歳は「重要視」が有意に多  

く，「中立」は有意に少なくなっている。50  

歳以上は「重要視」が有意に少なく，「中立」  

及び「非重要視」は有意に多くなっている。   

「4 上司との人間関係がよいこと」につ  

いては，「重要視」78．0％，以下「中立」16．5％，  

「非重要視」5．6％の順となっている。残差分  

析を行い，年齢群に注目すると，40～49歳は  

「非重要視」が有意に少なく，50歳以上は「重  

要視」が有意に多くなっている。   

「6 勤め先について世間で評判がよいこ  

と」については，「重要視」は57．9％，以下  

「中立」29．1％，「非重要視」13．0％の順と  

なっている。残差分析を行い，年齢群に注目  

すると，40～49歳は「重要視」が有意に多く，  

「非重要視」は有意に少なくなっている。   

また，「3 仕事仲間との人間関係がよい  

こと」「安定した勤め先であること」では男  

女共に約9割が「重要視」の回答をしている  

ことが分かる。  

（イ）企業帰属意識尺度   

表9は，企業帰属意識に関する12項目につ  

いて，「あてはまる」「少しあてはまる」の  

回答を「肯定」，「あてはまらない」「あま  

りあてはまらない」の回答を「否定」，「ど  

ちらとも言えない」の回答を「中立」と3群   
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表8 職業志向尺度  
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項 目   区分   
男 子   女 子  

18～29歳30～39歳40～49歳50歳以上 合計   18～29歳30～39歳40～49歳50歳以上 合計   

199   241   334   169   943   126    49    25   14   214  

重要視                                  （81．6）（77．5）（79．3）（78．2）（79．1）   （63．3）（53．3）（58．8）（82．4）（60．8）  

仕事を通して社  31    57    66    37   191   56 3311 1 101 
中立  

と  （12．7）（18．3）（15．7）（17．1）（16．0）X2（6）＝3・935  （28．1）（35．9）（25．0）（5．9）（28．7）   
14    13    21   10    58   17   10  8  2    37  

非重要視                                        （5．7） （4．2） （5．0） （4．6） （4．9）   （8．5）（10．9）（18．2）（11．8）（10．5）   

155   191   282   111   739   110    39    20  9   178  

重要視                                    （63．5）（61．4）（67．3）（51．9）（62．2）  （55．3）（42．4）（45．5）（50．0）（50．4）  

［0．5］ト0．3］A［2．7］▼卜3．4］  

待遇や報酬が実  75．0 102．0 116．0   83．0   376   68    43    18  6   135   

中立                              2力本位・能力本   （30．7）（32．8）（27．7）（38．8）（31．6）Ⅹ2（6）＝15．816ヰ  （34．2）（46，7）（40．9）（33．3）（38．2）   

位であること  ト0．3〕 ［0．5］∇ト2．2］A［2．5］  

14    18    21    20    73   21   10  6  3    40  

非重要視                                         （5，7）（5．8）（5．0）（9，3）（6．1）  （10．6）（10．9）（13．6）（16．7）（11．3）   

卜0．3］［－0．3］ト1．2］A［2．2］  

211  278   379  189 1，057   171    81    39    17    308  

重要視                                （86．5）（89，7）（90．2）（88．3）（89．0）   （85．9）（87．1）（88．6）（94．4）（87．0）  

仕事仲間との人  25    26    38    19   108   26．0  10．0   5．0   1，0    42  
3間関係がよいこ  
と  （10．2） （8，4） （9．0） （8．9） （9，1）   （13．1）（10．8）（11．4） （5．6）（11．9）  

8  6  3  6    23   

非重要視  

2  2  0  0  4  

（1．0） （2．2） （0．0） （0．0） （1．1）   

193   240   335   159   927   155    64    35    16   270  

重要視                                   （79．4）（77．2）（79．6）（74，3）（78．0）  （77．9）（68．8）（79．5）（88．9）（76．3）  

［0．6］ト0．4］［1．0］ト1．4］  

39    49    73    35   196   34    20  8  2    64  

4関                                           中立  （16．0）（15．8）（17．3）（16．4）（16．5）x2（6）＝12．829♯  

ト0．2］ト0．4］［0．6］ト0．1］   

11    22    13    20    66   10  9  1  0    20  

非重要視                                         （4．5）（7，1）（3．1）（9．3）（5．6）  （5．0） （9．7） （2．3） （0．0） （5．6）   

ト0．8］［1．4］∇ト2．7］A［2．7］  

289   386  198 1，089   168    81    37    18    304  

重要視                              （88．5）（93．2）（91．7）（93．0）（91．7）   （84．4）（87．1）（86．0）（100．0）（86．1）  

5め先                                     中立   21   15    28    15    79   9  6  25  0    40  

（8．6） （4．8） （6．7） （7．0） （6．6）   （12．6） （9．7）（14．0） （0．0）（11．3）  

7  6  7  0    20   

非重要視  

6  3  0  0  9  

（3．0） （3．2） （0．0） （0．0） （2．5）   

130   168   269   121   688   62    38    20    13   133  

重要視                                   （53．5）（54．0）（64．0）（56．3）（57．9）  （31．2）（40．9）（46．5）（72．2）（37．7）  

卜1．5］卜1．6］A［3．2］ト0．5］  

勤め先について  73    98   110    65    346   84    35    15  4   138   

中立                                     6世間で評判がよ   （30．0）（31．5）（26．2）（30．2）（29．1）Ⅹ2（6）＝12．640■  （42．2）（37．6）（34．9）（22．2）（39．1）   

いこと  ［0．4］ ［1．り ト1．6］ ［0．4］  

40    45    41    29   155   53    20  8  1    82  

非重要視                                         （16．5）（14．5）（9．8）（13．5）（13．0）  （26．6）（21．5）（18．6）（5．6）（23．2）   

［1．8］［0．9］Ⅴ卜2．5］［0．2］  

注1）（）内は構成比を示し，［］内は調整済み残差を示す。  
注2）「重要視」は「重要である」「少し重要である」，「非重要視」は「重要でない」「あまり重要でない」，「中立」は「どちらとも言えない」  

をそれぞれ示す。  
注3）＊は有意水準5％未満で有意差があることを示す。  
注4）男子の項目3，5，女子の項目については，期待値算出にあたり，X2検定が不適当と判断された。  
注5）残差分析の結果，Aは期待値より有意に多く，Ⅴは期待値より有意に少ないことを示す。（5％水準）  

注6）無回答は除く。   
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表9 企業帰属意識尺度  
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項 目   区分  男 子   
☆ イー  

18～29議 30～39蔵 40～49蔵 50蔵以上  合計   
76     95    154     79    ▲iO∠1   27     17     15  6     65  

職場の雰囲気は自  （13．6） （18．3） （34．1） （33．3） （18．4）  

1芳2讐讐誓言苧奈  
81 47 15   6 289  

（39ぷ（。。チ≡冒（37チ喜冒（4。．写7（。。豊 Ⅹ2（6）那87         （40．7）（50．5）（34．1）（33．3）（42．1）  
る  70     78    107     48     303   91     29     14  6    1上10  

否定                                               （28．8） （25．1） （25．5） （22．4） （25．5）   （45．7） （31．2） （31．8） （33．3） （39．5）   
111    144     237    101    593   44     27     17     11     99  

肯定                                             （45，5）（46．3）（56．3）（47，0）（49．8）  （22．1） （29．0） （38．6） （61．1） （28．0）  
ト1．5］ト1．4］A［3．3］ト0．9】  

矯正の理念を抵抗  97    131   119     84    ▲131   102     50    19  4    175   
中立                                         2 なく受け入れるこ   （39．8） （42．1） （28．3） （39．1） （36．2） ズ2（6）＝19．28堵  （51．3） （53．8） （43．2） （22．2） （‘19．4）   
とができる  ［1．3］ A［2．5］ ▼ト4．2］ ［1．0］  

36     36     65     30    167   53     16  8  3     80  
否定                                                 （14．8）（1l．6）（15．4）（14．0）（14．0）  （26．6） （17．2） （18．2） （16．7） （22．6）   

［0．4］ト1．4］［1．0］［0．0］  
9  69     77    1‘10     83    369   23  9     10     51  

肯定                                                （28．3）（24．8）（33．3）（38．8）（31．0）  （‖．7） （9．7） （20．5） （55．6） （14．5）  
ト1．0］▼ト2．8］［1．3］A［2．7］  

幹部の考え方や運  108    137    173     78     496   91     39     16  3    1▲i9   

中立                                            3 営方針には共鳴で   （44．3） （44．1） （41．2） （36．4） （41．7） x2（6〉＝14．383’  （46，2） （41．9） （36．4） （16．7） （42．3）  きるものが多い   ［0．9］ ［1．0］ ト0．3］ ト1．7］  
67     97    107     53    324   83     45    19  5    152  

否定                                             （27．5）（31，2）（25．5）（24．8）（27．2）  （42．1） （48．4） （43．2） （27．8） （43．2）   
［0．1］［1．8］ト1．0］卜0．9］  
8ユ    125    224    122    552   19     12     16  8     55  

肯定                                             （33．3）（40．2）（53．2）（56．7）（46．4）  （9．5〉 （12．9） （36．4） （44．4） （15．5）  

他の職員よりもは  Yト4．6］▼ト2．5］A［3．5］A［3．4］  
4報告筆写許晋  125    154    161     8‘i    524   115     49     20  9    193  

（51，4）（▲i9．5）（38．2）（39．1）（崩．0）x2（6）司5．498剛  
気持ちが強い  A［2，6］A［2．3］Yト3．0］卜1．6］   

37     32     36  9    114   65     32  8  1    106  
否定                                                （15．2）（10．3）（8．6）（4．2）（9．6）  （32．7） （34．4〉 （18．2〉  （5．6） （29．9）   

A［3．4］［0．5］ト0．9］▼［－3．0］  
111    144     23‘量    129     618   33     21    15     13     82  

肯定                                             （45．5）（▲i6．3）（55．6）（60．0）（51．9）  （16．6） （22．6） （34．1） （72．2） （23．2）  

矯正を発展させる  ▼ト2．2］Y卜2．3］［1．9］A［2．6］  
5㌫笠岩美£驚  98    126    141     66     上量31   99     ▲10     18  4    161  

（40．2）（40．5）（33．5）（30．7）（36．2）ズ2（6）＝16．142’  
ことをいとわない  【1．4】［1．8］卜1．‘i］卜1．9］   

35     ▲11     ▲i6     20    142   67     32     11  1    111  

否定                                              （14．3）（13．2）（109．0）（9．3）（11．9）  （33．7） （34．4） （25．0） （5．6） （31．4）   
【1．3］【0．8］卜0．8］卜1．3］  

8  34     ∠i2     99     6▲i    239  5     12  7     32  
肯定                                                 （13．9）（13．5）（23．5）（29．8）（20．1）  （4．0） （5．4） （27．3） （38．9） （9．0）  

矯正の役に立つな  ▼ト2．7〕Ⅴト3．3］A［2．2］A［3．9］  
55    100    116     78     349   31     22     15  

6緑漂警琵 方がない                                                             中立                                      6     74    （22．5）（32．3）（27．6）（36．3）（29．3）x2（6）＝53．285日 ▼ト2．6〕【1．3］ト1．0］A［2．5］  （15．6） （23．7） （34．1） （33．3） （20．9）  
155    168     206      73     602   160     66     17  5     248  

否定                                                 （63．5）（54．2）（48．9）（34．0）（50．6）  （80．4） （71．0） （38．6） （27．8） （70．1）   
A【4．5】【1．5］ト0．8］▼ト5．4］  
80     91    136     88     395   22     20     18     13     73  

たとえ現在よりも  （11．1） （21．5） （40．9） （72．2） （20．6）  
いい仕事や高い給  ト0．2］ト1．7］ト0．5］A［2．7］  

78    116    167     76     437   74     33     13  4    124  
7裟秘訣  
なので他の仕事に  ［－1．7】【0．2］［1．6〕ト0．4］   
移る気はない   86    104    117     50     357   103     ▲iO     13  1    157  

否定                                             （35．2）（33．4）（27．9）（23．4）（30．0）  （51．8） （43．0） （29．5） （5．6） （44．4）   
A［2．0】［1．5］卜1．2］∇［－2．3］  

たとえこの先．目分  肯定   124    170     2▲11    128     663   33     25     21    12     91   
の望んでいる部門  （50．8） （54．8） （57．5） （59．5） （55．8）   （16．6） （26．9） （47．7） （66．7） （25．7〉  
一三・ 

；・ 
5 155  

（35．欝（33チ2デ（31ナ喜デ（27ぷ（32ヲ冒；x2（6）＝5・151   91 一重8 11   （45．7）（51．6）（25．0）（27．8）（43．8）  
も，矯正の職場で働  34     37     46     27    14⊥i   75     20     12  1    108   

いていたい  （13．9） （11．9） （11．0） （12．6） （12．1）   （37．7） （21．5） （27．3） （5．6） （30．5）   
159     233     335    178     905   67     48     25     17    157  

肯定                                              （65．2）（74．9）（79．8）（83．6）（76．2）  （33．7） （51．6） （56．8） （94．4） （44．4）  
せっかくここまで  Yト4．5］ト0．6］A［2．1】A［2．8］  

68     56     67     24     215   76     34    16  0    126  

9禦荒業温孟 仕事を続けたい                                                          中立                                               （27．9）（18．0）（16．0）（11．3）（18．1）x2（6）＝28．90l噂 A［4．4］［0．0］ト1，4】Ⅴト2．9］  （3臥2） （36．6） （36．4） （0，0） （35．6）  
17     22     18     11     68   56     11  3  1     71  

否定                                                  （7．0）（7．1）（4．3）（5．2）（5．7）  （2臥1） （‖．8） （6．8） （5．6） （20．1）   
［0．9］［1．2】ト1，6］ト0．4］  
115    147     209     72     543   97     42     22  9    170  

肯定                                               （47．1）（47．3）（49．8）（33．6）（45，7）  （4臥7） （45．2） （50．0） （50．0） （48．0）  

自分の貢献に見合  ［0．5］［0．7］A［2．1］▼ト3．9］  
86      9▲1    123      79     382   72     41    13  3    129  

10詫潔謂詣  
欲はわいてこない  ［1．2］ト0．8］ト1．6］［1．7〕   

43      70      88      63     26Jl   30     10  9  6     55  

否定                                                     （17．6）（22．5）（21．0）（29．4）（22．2）  （15．1） （10．8） （20．5） （33．3） （15．5）   
ト1．9］［0．2］ト0．8］A［2．8］  
53      52      62      22    189   36     17  5  2     60   

今の職場で自分に  肯定                                                  とってやりがいの  （18．1） （18．3） （11．4） （11．1） （1臥9）  
7 181  

11豊詑苦夏警告差  
ら，ここにいてもあ  9▲i   127    185     99     505   62     28     14  9    113   

否定                                           まり意味がない   （38．5） （40．8） （4▲1．2） （46．0） （42．5）   （31．2） （30．1） （31．8） （50．0） （31．9）   
163    190     244    130     727   114     46     25    13    198  

（57．3） （49．5） （56．8） （72．2） （55．9）  
今の仕事から得る  3 12l  

（27ぷ（26ぷ（28チ喜子（28ぷ（27ヲ3；x2（6極・668   64  38 16    （32．2）（40．9）（36．4）（16．7）（3▲i．2）  
12鮨鵠法論 たい   15     39     5ヰ     23    131   2     35  

否定  （10．6） （9．7） （6．8） （11．1） （9．9）   
注1）（）内は構成比を示し－ ［］内は調整済み残差を示す。  
注2）「肯定」は「あてはまる」「少しあてはまる」，「否定」は「あてはまらない」「あまりあてはまらない」 「中立」は「どちらとも言えない」をそれぞれ示す。  
注3）＊は有意水準5％，＊＊は有意水準1％，＊＊＊は有意水準0，1％未満で有意差があることを示す。  
注4）女子の項目については．期待値算出にあたり，が検定が不適当と判断された。  
注5）残差分軒の結果，Aは期待値より有意に多く，▼は期待値より有意に少ないことを示す。（5％水準）  
注6）無回答は除く。   
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及び「中立」が有意に少なく，「否定」が有  

意に多くなっている。30～39歳は「肯定」が  

有意に少なく，40～49歳は「肯定」が有意に  

多くなっている。50歳以上は「肯定」及び「中  

立」で有意に多く，「否定」で有意に少なく  

なっている。   

「7 たとえ現在よりもいい仕事や高い給  

料が与えられても，矯正の仕事が好きなので，  

他の仕事に移る気はない」については，「中  

立」36．8％，以下「肯定」33．2％，「否定」  

30．0％の順となっている。残差分析を行い，  

年齢群に注目すると，18～29歳は「否定」が  

有意に多くなっている。50歳以上では「肯定」  

が有意に多く，「否定」は有意に少なくなっ  

ている。   

「9 せっかくここまで勤めたのだから，  

これからも矯正の仕事を続けたい」について  

は，「肯定」76．2％，以下「中立」18．1％，  

「否定」5．7％となっている。残差分析を行い，  

年齢群に注目すると，18～29歳は「肯定」が  

有意に少なく，「中立」は有意に多くなって  

いる。40歳以上は「肯定」が有意に多く，50  

歳以上は「中立」が有意に少なかった。   

「10 自分の貢献に見合った待遇を受けて  

いなければ，働く意欲はわいてこない」につ  

いては，「肯定」45．7％，以下「中立」32．1％，  

「否定」22．2％の順となっている。残差分析  

を行い，年齢群に注目すると，40～49歳は「肯  

定」が有意に多かった。50歳以上では「肯定」  

が有意に少なく，「否定」は有意に多くなっ  

ている。   

性別に見ると，「4 他の職員よりもはる  

かに矯正のために尽くそうという気持ちが強  

い」「5 矯正を発展させるためならば，人  

並み以上の努力をすることをいとわない」「8  

たとえこの先，自分の望んでいる部門（希望  

する仕事）を歩むことがなくても，矯正の職  

場で働いていたい」「9 せっかくここまで  

勤めたのだから，これから先も矯正の仕事を  

続けていたい」において，男子職員の「肯定」   

に分類し，年齢群ごとに見たものである。企  

業帰属意識と年齢群の間について，男子は8  

項目に有意な関連が見られた。   

「2 矯正の理念を抵抗なく受け入れるこ  

とができる」については，「肯定」49．8％，  

以下「中立」36．2％，「否定」14．0％の順と  

なっている。残差分析を行い，年齢群に注目  

すると，30～39歳は「中立」が有意に多くな  

っている。40～49歳は「肯定」が有意に多く，  

「中立」は有意に少なくなっている。   

「3 幹部の考え方や運営方針には共鳴で  

きるものが多い」については，「中立」41．7％，  

以下「肯定」31．0％，「否定」27．2％の順と  

なっている。残差分析を行い，年齢群に注目  

すると，30～39歳は「肯定」が有意に少なく，  

50歳以上は「肯定」が有意に多くなっている。   

「4 他の職員よりもはるかに矯正のため  

に尽くそうという気持ちが強い」については，  

「肯定」46．4％，以下「中立」44．0％，「否  

定」9．6％の順となっている。残差分析を行い，  

年齢群に注目すると，18～29歳は「肯定」が  

有意に少なく，「中立」及び「否定」が有意  

に多くなっている。30～39歳は「肯定」が有  

意に少なく，「中立」は有意に多くなってい  

る。40～49歳は「肯定」が有意に多く，「中  

立」が有意に少なくなっている。50歳以上は  

「肯定」が有意に多く，「否定」が有意に少  

なくなっている。   

「5 矯正を発展させるためならば，人並  

み以上の努力をすることをいとわない」につ  

いては，「肯定」51．9％，以下「中立」36．2％，  

「否定」11．9％の順となっている。残差分析  

を行い，年齢群に注目すると，39歳以下は「肯  

定」が有意に少なく，50歳以上では「肯定」  

が有意に多くなっている。   

「6 矯正の役に立っなら，自分の私生活  

が犠牲になっても仕方がない」については，  

「否定」50．6％，以下「中立」29．3％，「肯  

定」20．1％の順となっている。残差分析を行  

い，年齢群に注目すると，18～29歳は「肯定」  
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回答率は，女子職員よりも約3割高いことが  

分かる。また，「4 他の職員よりもはるか  

に矯正のために尽くそうという気持ちが強  

い」「5 矯正を発展させるためならば，人  

並み以上の努力をすることをいとわない」  

「6 矯正の役に立っなら，自分の私生活が  

犠牲になっても仕方がない」において，女子  

職員の「否定」回答率は，男子職員よりも約  

2割高いことが示された。  

捌 仕事への定着意識   

表10は，「仕事への定着意識」について，  

「ずっと続けたい」「変わりたいと思うこと  

はあるが，このまま続けることになろう」の  

回答を「定着」，「どうしても変わりたい」  

「機会があったら変わりたい」の回答を「非  

定着」，「どちらとも言えない」の回答を「中  

立」と3群に分類し，年齢群との関連を示し  

たものである。男子は「定着」81．3％，以下  

「中立」10．8％，「非定着」7．9％の順となっ  

ている。残差分析を行い，年齢群に注目する  

と，18～29歳は「定着」が有意に少なく，「中  

立」及び「非定着」は有意に多くなっている。  

40～49歳は「定着」は有意に多く，「中立」  

が有意に少なくなっている。50歳以上は「定  

着」が有意に多くなっている。   

女子については，「定着」59．7％，以下「非  

定着」23．3％，「中立」17．0％の順となって  

いる。 「定着」の割合が男子よりもやや少な  

いことが分かる。  

表10 仕事への定着意識  

性別  区分  18～29歳  30～39歳  40～49歳  50歳以上   合計  
172  246  359  186  963  

定 着  （71．4）   （79．4）   （85．7）   （86．5）   （81．3）  

∇ト4．4］   ト1．0］  息［2．9］  A［2．2］  

40  38  33  17  128  

中 立  （16．6）   （12．3）   （7．9）   （7．9）   （10．8）  

A［3．2〕   ［1．0］ ∇ト2．4］   卜1．5］  男子  x2（6）＝25．727＊＊＊  

29  26  27  12  94  

非定着  （12．0）   （8．4）   （6．4）   （5．6）   （7．9）  

A［2．6］   ［0．3］   ト1．4］   ト1．4］  

241  310  419  215  1，185  

（100．0） （100．0） （100．0） （100．0） （100．0）  

97  63  35  15  210  

（49．0）   （68．5）   （79．5）   （83．3）   （59．7）  

40  14  4  2  60  

（20．2）   （15．2）   （9．1）   （11．1）   （17．0）  

61  15  5  1  82  

（30．8）   （16．3）   （11．4）   （5．6）   （23．3）  

198  92  44  18  352  

（100．0） （100．0） （100．0） （100．0） （100．0）  

注1）（）内は構成比を示し，［］内は調整済み残差を示す。  
注2）「定着」は「ずっと続けたい」「変わりたいと思うことはあるが，このまま続けることになろう」，「非   
定着」は「どうしても変わりたい」「機会があったら変わりたい」，「中立」は「どちらとも言えない」を  
それぞれ示す。  

注3）＊＊＊は有意水準0．1％未満で有意差があることを示す。  

注4）女子は，期待値算出にあたり，X2検定が不適当と判断された。  
注5）残差分析の結果，Aは期待値より有意に多く，∇は期待値より有意に少ないことを示す。（5％水準）  

注6）無回答は除く。   
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性別  区分  18～29歳 30～39歳 40～49歳 50歳以上  合計  

75  89  165  88  417  

満足  （31．1） （28．8） （39．5） （40．9） （35．2）  

ト1．5］ ∇［－2．8］  A［2．2］   ［1．9］  

714  95  96  57  319  

どちらでもない  （29．5） （30．7） （23．0） （26．5） （27．0）  

［1．0］ ［1．7］ ∇ト2．3］  ト0．2］  男子  ズ2（3）＝15．894＊  

95  125  157  70  447  

不満  （39．4） （40．5） （37．6） （32．6） （37．8）  

［0．6〕   ［1．1］ ［－0．1］  ト1．7］  

241  309  418  215  1，183  

（100．0） （100，0） （100．0） （100．0） （100．0）  

34  21  8  9  72  

（17．2） （22．8） （17．8） （50．0） （20．4）  

71  25  16  5  117  

（35．9） （27．2） （35．6） （27．8） （33．1）  
どちらでもない  

93  46  21  4  164  

（47．0） （50．0） （46．7） （22．2） （46．5）  

198  92  45  18  353  

（100．0） （100．0） （100．0） （100．0） （100．0）  

注1）（）内は構成比を示し，［］内は調整済み残差を示す。  
注2）「満足」は「満足」「やや満足」，「不満」は「不満」「やや不満」を示す。  

注3）＊は有意水準5％未満で有意差があることを示す。  

注4）女子は，期待値算出にあたり，X2検定が不適当と判断された。  
注5）残差分析の結果，息は期待値より有意に多く  

注6）無回答は除く。  

∇は期待値より有意に少ないことを示す。（5％水準）  

国 職場の満足度   

表11は，「職場の満足度」について，「満  

足」「やや満足」の回答を「満足」，「不満」  

「やや不満」の回答を「不満」とし，「どち  

らでもない」を合わせて3群に分類し，年齢  

群との関連を示したものである。   

男子について項目ごとにみると，「不満」  

37．8％，以下「満足」35．2％，「どちらでも  

ない」27．0％の順となっている。職場の満足  

度と年齢群の間に有意な関連が見られた。残  

差分析を行い，年齢群に注目すると，40～49  

歳は「満足」が有意に多く，「どちらでもな  

い」は有意に少なくなっている。30～39歳で  

は「満足」が有意に少ないことが分かる。   

女子については，「不満」46．5％，以下「ど  

ちらでもない」33．1％，「満足」が20．4％の  

順であり，49歳までは「不満」が，50歳以上   

では「満足」がそれぞれ半数を占めている。  

帥 職場に対する不満の理由   

表12は，職場の満足度に関して「不満」「や  

や不満」と回答した者（調査対象者全体の  

31．4％）のうち，「職場に対する不満の理由」  

に関する12項目について，年齢群との関連を  

見たものである。なお，「あてはまる」の回  

答を「肯定」，「あてはまらない」の回答を  

「否定」とした。職場に対する不満の理由と  

年齢群の間について，男子は1項目について  

有意な関連が見られた。   

「5 良い上司に恵まれないから」につい  

ては，「不満」「やや不満」と回答した者（調  

査対象者全体の31．4％）のうち，「肯定」が  

45．6％，「否定」は54．4％である。残差分析  

を行い，年齢群に注目すると，50歳以上は「肯  

定」が有意に多く，「否定」は有意に少なく   
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表12 職場に対する不満の理由  
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男 子   女 子  
項 目   区分          18～29歳30～39歳40～49歳50歳以上 合計   18～29歳30～39歳40～49歳50歳以上 合計   

23    28    37   11   99   23    10  3  1    37  

肯定  
l  （24・2）（22・6）（23・9）（15・9）（22・3）  （24．7）（21．7）14．3）（25．0）（22．6）  

2 ＿   
72  96 118  58  70    36    18  3   127  

否定  （75．8）（77．4）（76．1）（84．1）（77．7）   （75．3）（78．3）（85．7）（75．0）（77．4）   

1  33    31    40    14   118   15  5  21  

21入が少ないか   （34・7）（25・0）（25▼8）（20・3）（犯6） （16．1）（10．9） （4，8）  （12．8）  
2（3）－4837  

62  93 115  55  325  78    41    20  4   143  

否定  （65．3）（75．0）（74．2）（79．7）（73．4）   （83．9）（89．1）（95．2）（100．0）（87．2）   

12    20    27  7    66   6  5  1  1   13  

現在の地位や仕  （12．6）（16．1）（17．4）（10．1）（14．9）   （6．5）（10．9） （4．8）（25．0） （7．9）  
3事が気に入らな  
いから   83   104   128    62    377   87    41    20  3   151  

否定  
（87．4）（83．9）（82．6）（89．9）（85．1）   （93．5）（89．1）（95．2）（75．0）（92．1）   

4  1  5  5    18   6  2  8  

4定性が   （4，2） （3，2） （3．2） （7．2） （4．1）   （6．5）  （9．5）  （4．9）  

91  120   150    64   ∠125   87    46    19  4   156  

否定  
（95．8）（96．8）（96．8）（92．8）（95．9）   （93．5）（100．0）（90．5）（100．0）（95．1）   

31   59    72    40   202   41    32    15  2    90  

肯定                                       （32．6）（47．6）（∠16．5）（58．0）（45．6）  （44．1）（69．6）（71．4）（50．0）（54．9）  

－ ∇ト2・9］［0・5］［0・3］A［2・2］  2（3）－0939  
－  64  65  83  29 241 52    14  6  2    74  

否定  （55．9）（30．4）（28．6）（50．0）（45．1）   

A［2．9］ト0．5］ト0．3］∇卜2．2］  

12    13    17  9    51   8  6  1  1   16  

6恵ま   （12・6）（10・5）（11・0）（13・0）（11・5） （軋6）（13．0） （4．8）（25．0） （9．8）  
2（3）－0449  

83 111 138  60  392  85    40    20  3   148  

否定  （87．∠1）（89．5）（89．0）（87．0）（88．5）   （91．4）（87．0）（95．2）（75，0）（90．2）   

34    42    54   17   147   30    14  8  2    54  

職場の施設や設  （35・8）（33・9）（3∠1・8）（24・6）（33・2） （32．3）（30．4）（38．1）（50．0）（32．9）  
7備が不充分だか   2（）－2782  

ら  
61    82   101    52   296  63    32    13  2   110  

否定   
（64．2）（6軋1）（65．2）（75．4）（66．8）   （67．7）（69．6）（61．9）（50．0）（67．1）   

18    18    23  9    68   11  8  1  20  

自分の能力を発  （18．9）（14．5）（14．8）（13，0）（15．3）   （11．8）（17．4） （4．8）  （12．2）  
8挿する場がない   

から  
77   106   132    60   375  82    38    20  4   144  

否定   
（81．1）（85．5）（85．2）（87．0）（84．7）   （88．2）（82．6）（95．2）（100．0）（87．8）   

57    64    84    30   235   64    28    16  3   111  

労働時間や休暇  （60・0）（51・6）（54・2）（43・5）（53・0） 
9に不満があるか  

ら   
38  60  71 39  208  2（3）一4565  （68．6）（60．9）（76．2）（75．0）（67．7）  

否定  （40．0）（48．4）（∠15．8）（56．5）（47．0）   （31．2）（39，1）（23．8）（25．0）（32．3）   

昇級や昇進が学  肯定   21    21    39    19   100   14  8  9  2    33   

10  （22・1）（16・9）（25・2）（27・5）（22・6） （15．1）（17．4）（42．9）（50．0）（20．1）  
2（）一833  

74 103 116  50 343 79    38    12  2   131   

まうから  否定  （77．9）（83．1）（74．8）（72．5）（77．4）   （84．9）（82．6）（57．1）（50．0）（79，9）   

28    42    43    12   125   40    24  8  2    74  
肯定  11閏  （29．5）（33．9）（27．7）（17．4）（28．2）   （43．0）（52．2）（38．1）（50．0）（45．1）  

ズ（3）舐041   
67  82 112  57 318   53    22   13  2    90  

否定  （70．5）（66．1）（72．3）（82．6）（71，8）   （57．0）（47．8）（61．9）（50．0）（54．9）   

14    18    22  6    60   5  8  5          18  

（14．7）（14．5）（1∠1．2） （8．7）（13．5）   （5．4）（17．∠1）（23．8）  （11，0）  
12その他   

否定   
81  106   133    63    383   88    38   16  4   146  

（85．3）（85．5）（85．8）（91．3）（86．5）   （94．6）（82．6）（76．2）（100．0）（89．0）   

注1）（）内は構成比を示し，［］内は調整済み残差を示す。  
注2）「肯定」は「あてはまる」を示し，「否定」は「あてはまらない」を示す。  
注3）＊は有意水準5％未満で有意差があることを示す。  
注4）男子の項目3，4，12，女子の項目については，期待値算出にあたり，X＝検定が不適当と判断された。  
注5）残差分析の結果，Aは期待値より有意に多く，∇は期待値より有意に少ないことを示す。（5％水準）  
注6）無回答は除く。   
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表13 体調  

性別  区分  18～29歳 30～39歳 40～49歳 50歳以上  合計  

188  234  278  121  821  

健 康  （78．3） （75．7） （66．7） （57．3） （69．8）  

息［3．2］ A［2．7〕 ［－1．7］ ∇ト4．3］  

29  34  63  25  151  

どちらでもない   （12．1） （11．0） （15．1） （11．8） （12．8）  

ト0．4］  ト1．1］   ［1．7］  卜0．5］  ズ2（6）＝45．475＊＊＊   男子  

23  41  76  65  205  

不健康  （9．6） （13．3） （18．2） （30．8） （17．4）  

∇ト3．6］ ∇ト2．2］   ［0．5］ 息［5．7］  

240  309  417  211   1，177  

（100．0） （100．0） （100．0） （100．0） （100．0）  

126  51  23  9  209  

（64．6） （56，0） （52．3） （50，0） （60，1）  

32  17  6  6  61  

（16．4） （18．7） （13．6） （33．3） （17．5）  
どちらでもない  

37  23  15  3  78  

（19．0） （25．3） （34．1） （16．7） （22．4）   

195  91  44  18  348  

（100．0） （100．0） （100．0） （100．0） （100，0）  

注1）（）内は構成比を示し，［］内は調整済み残差を示す。  
注2）「健康」は「健康」「やや健康」，「不健康」は「健康でない」「あまり健康でない」を示す。  

注3）＊＊＊は有意水準0．1％未満で有意差があることを示す。  

注4）女子は，期待値算出にあたり，X2検定が不適当と判断された。  
注5）残差分析の結果，息は期待値より有意に多く，∇は期待値より有意に少ないことを示す。（5％水準）  
注6）無回答は除く。  

意な関連が見られた。   

男子は，「健康」69．8％，以下「不健康」  

17．4％，「どちらでもない」12．8％の順とな  

っている。体調と年齢群の間に有意な関連が  

見られた。残差分析を行い，年齢群に注目す  

ると，39歳以下は「健康」が有意に多く，「不  

健康」は有意に少なくなっている。50歳以上  

は「健康」が有意に少なく，「不健康」は有  

意に多くなっている。   

女子は，「健康」60．1％，以下「不健康」  

以下22．4％，「どちらでもない」17．5％の順  

となっている。各年齢群別に見るとどの年齢  

群においても「健康」の割合が5割強と男子  

同様多いことが分かる。  

（イ）疲労感   

表14は，「疲労感」に関する6項目につい  

て，「あてはまる」「少しあてはまる」の回  

答を「肯定」，「あてはまらない」「あまり   

なっている。18～29歳では「肯定」が有意に  

少なく，「否定」は有意に多くなっている。   

女子全体においては，有意差は見られなか  

ったものの，「5 良い上司に恵まれないか  

ら」については，「不満」「やや不満」と回  

答した者（調査対象者全体の31．4％）のうち，  

「肯定」が5割強を占めている。   

また，男女に共通する点として，「9 労働  

時間や休暇に不満があるから」がともに50％  

を超えていることが分かる。  

ウ 健康状態調査  

田 体調   

表13は，「体調」について，「健康」「や  

や健康」の回答を「健康」，「健康でない」  

「あまり健康でない」の回答を「不健康」と  

し，「どちらでもない」を合わせて3群に分  

類し，年齢群との関連を見たものである。体  

調と年齢群の間について，男子においては有  
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表14 疲労感  

44  

項 目   
男 子   女 子  

区分          18～29歳30～39歳40～49歳50歳以上 合計   18～29歳30～39歳40～49歳50歳以上 合計   

169   204   284   145   802   169    78    39    16   302  

（69．8）（66．0）（67．9）（67．8）（67．8）   （85．8）（83．9）（86．7）（88．9）（85．6）  

1な疲労を   16  6  4  2 28  

（12．（13．（1。．（15，（12州＝6・407  （8，1）（6．5）（8．9）（11．1）（7．9）  
42    63    90    35    230   12  9  2  0    23  

否定  
（17．4）（20．4）（21．5）（16．4）（19．4）   （6，1） （9．7） （4．4） （0．0） （6．5）   

」上′丁⊥二◆  199   258   350   166   973   181    85    41   17    324  
円疋   

（82．2）（83．0）（83．1）（77．2）（81．8）   （91．4）（91．4）（93．2）（94，4）（91．8）  

精神的な疲労・  12  4  2  0    18   
中立   州＝5瀾0  

る  （1。．（9．（7．（1。．（9  （6．1） （4．3） （4．5） （0．0） （5．1）  

18    25    38    26   107   5  4  1  1   11  
否定  

（7．4） （8．0） （9．0）（12．1） （9．0）   （2，5） （4．3） （2．3） （5．6） （3．1）   

86   176   325   177   764   118    79    39    18    254  

肯定                                    （35．4）（56．8）（77．9）（82．7）（64．5）  （60．2）（85．9）（86．7）（100．0）（72．4）  

∇ト∇ト3．3］A［7．1］A［6．1］  

54    70    53    19   196   37  9  6  0    52  

3の衰えを感                                            中立  （22．2）（22．6）（12．7）（8．9）（16．6）ズ2（6）＝184．188柵  

A［2．7］A［3．3］∇卜2．6］∇卜3．3］   

103    64    39    18   224   41  4  0  0    45  

否定                                         （42．4）（20．6）（9．4）（8．4）（18．9）  （20．9） （4．3） （0．0） （0．0）（12．8）   

A［10．5］［0．9］∇ト6．2］∇ト4．3］  

85   169   269   145   668   60    38    24    13   135  

肯定                                   （35．0）（54．5）（64．4）（68．1）（56．4）  （30，5）（41．3）（54．5）（72．2）（38．5）  

∇ト7．6］ト0．8］A［4．1］A［3．8］  

成人病（生活習  49    57    69    66   208   44    32    12  3    91   

中立                                      4憤病）に対して   （20．2）（18．4）（16．5）（15．5）（17．6）ズ2（6）瑠0．048榊  （22．3）（34．8）（27．3）（16．7）（25．9）   

心配である  ［1．2］ ［0．4］ ト0．7］ ト0．9］  

109    84    80    35   308   93    22  8  2   125  

否定                                        （44．9）（27．1）（19．1）（16．4）（26．0）  （47．2）（23．9）（18．2）（11．1）（35．6）   

A［7．5］［0．5］∇ト4．0］∇ト3．5］  

84   162    259   141   646   109    63    31   14    217  

肯定                                    （34．6）（52．4）（61．7）（65．9）（54．5）  （55．3）（67．7）（70．5）（77．8）（61．6）  

Ⅴ［－7．0］ト0．8］A［3．7］A［3．7］  

46    52    62    31  191   38    14  8  2    62  

5運動不足である                                            中立                                        （18．9）（16．8）（14．8）（14．5）（16．1）ズ2（6）尋5．284廟  

［1．3］［0．4］卜0．9］ト0．7］   

113    95    99    42    349   50    16  5  2    73  

否定                                          （46．5）（30．7）（23．6）（19．6）（29．4）  （25．4）（17．2）（11．4）（11．1）（20．7）   

A［6．6］［0．6］∇ト3．3］∇ト3．5］  

66   116   167    84    433   49    43    20  8   120  

肯定                                      （27．2）（37．5）（39．9）（39．4）（36．6）  （24．7）（46．7）（46．5）（44．4）（34．2）  

∇ト3．4］［0．4］［1．7］［1．0］  

46    49    58    29   182   61    20  6  3    90  

6肥満である                                              中立                                         （18．9）（15．9）（13．8）（13．6）（15．4）x2（6）＝12．985  

［1．7］［0．3］ト1．1］ト0．8］   

131  144   194   100    569   88    29    17  7   141  

否定                                    （53．9）（46．6）（46．3）（46．9）（48．1）  （44．4）（31．5）（39，5）（38．9）（40．2）   

A［2．0］卜0．6］ト0．9］卜0．4］  

注1）（）内は構成比を示し，［］内は調整済み残差を示す。  
注2）「肯定」は「あてはまる」「少しあてはまる」，「否定」は「あてはまらない」「あまりあてはまらない」，「中立」は「どちらともいえない」  

をそれぞれ示す。  
注3）＊は有意水準5％，＊＊＊は有意水準0．1％未満で有意差があることを示す。  
注4）女子の項目については，期待値算出にあたり，X2検定が不適当と判断された。  
注5）残差分析の結果，Aは期待値より有意に多く，∇は期待値より有意に少ないことを示す。（5％水準）  
注6）無回答は除く。   



行刑施設職員の生活と意識に関する研究（その1）  

表15 病気や気になる症状  

45  

性別  区分  18～29歳  30～39歳  40～49歳  50歳以上   合計  
52  103  223  135  513  

あり  （21．4）   （33．1）   （53．3）   （62．8）   （43．2）  

∇ト7．7］ ∇ト4．2］  A［5．2］  A［6．4］  

191  208  195  80  674  

なし  （78．6）   （66．9）   （46．7）   （37．2）   （56．8）  

A［7．7］  A［4．2］ ∇ト5．2］ ∇ト6．4］  

x2（3）＝111．113＊＊＊  

243  311  418  215  1，187  

（100．0） （100．0） （100．0） （100．0） （100．0）  

60  45  28  13  146  

（30．3）   （48．4）   （62．2）   （72．2）   （41．2）  

138  48  17  5  208  

（69．7）   （51．6）   （37．8）   （27．8）   （58．8）  
女子  なし  

198  93  45  18  354  

（100．0） （100．0） （100．0） （100．0） （100．0）  

注1）（）内は構成比を示し，［］内は調整済み残差を示す。  
注2）＊＊＊は有意水準0．1％未満で有意差があることを示す。  

注3）女子は，期待値算出にあたり，X2検定が不適当と判断された。  
注4）残差分析の結果，Aは期待値より有意に多く  

注5）無回答は除く。  

∇は期待値より有意に少ないことを示す。（5％水準）   

あてはまらない」を「否定」，「どちらとも  

言えない」の回答を「中立」と3群に分類し，  

年齢群との関連を見たものである。疲労感と  

年齢群の間について，男子は4項目について  

有意な関連が見られた。   

男子についてみると，「3 体力の衰えを  

感じる」については，「肯定」64．5％，以下  

「否定」18．9％，「中立」16．6％の順となっ  

ている。残差分析を行い，年齢群に注目する  

と，18～29歳は「肯定」が有意に少なく，「中  

立」及び「否定」は有意に多くなっている。  

30～39歳は，「肯定」が有意に少なく，「中  

立」は有意に多くなっている。40歳以上は，  

「肯定」が有意に多く，「中立」及び「否定」  

は有意に少なかった。   

「4 成人病（生活習慣病）に対して心配  

である」については，「肯定」56．4％，以下  

「否定」26．0％，「中立」17．6％の順となっ  

ている。残差分析を行い，年齢群に注目する  

と，18～29歳は，「肯定」が有意に少なく，  

「否定」は有意に多くなっている。40歳以上  

は「肯定」が有意に多く，「否定」は有意に  

少なくなっている。  

「5 運動不足である」については，「肯  

定」54．5％，以下「否定」29．4％，「中立」  

16．1％の順となっている。残差分析を行い，  

年齢群に注目すると，18～29歳は，「肯定」  

が有意に少なく，「否定」は有意に多くなっ  

ている。40歳以上は「肯定」が有意に多く，  

「否定」は有意に少なくなっている。   

「6 肥満である」については，「否定」  

48．1％，以下，「肯定」36．6％，「中立」15．4％  

の順となっている。残差分析を行い，年齢群  

に注目すると，18～29歳については，「肯定」  

が有意に少なく，「否定」は有意に多くなっ  

ている。   

女子についてみると，年齢群別には有意差  

が見られなかったものの，「2 精神的な疲  

労・ストレスを感じる」については，「肯定」  

が91．8％，「1 肉体的な疲労を感じる」は，  

85．6％が「肯定」と回答しており，女子は肉  

体的，精神的にも疲労を感じていることが分  

かる。  

例 病気や気になる症状   

表15は，「病気や気になる症状」について，  

年齢群との関連を見たものである。病気や気   



中央研究所紀要 第11号  46  

との交流を楽しむ」が41．9％，「のんびり休  

養して鋭気を養う」が33．0％であり，各年齢  

層の上位2位までを同じ内容が占めている。  

（イ）仕事と余暇の関係   

表18は，「仕事と余暇の関係」について，  

年齢群との関連を見たものである。「余暇を  

楽しむことが最も大切である」「できるだけ  

余暇を楽しむ」の回答を「余暇を楽しむ」，  

「仕事が最も大切である」「できるかぎり仕  

事の方に力を注ぐ」の回答を「仕事が大切」  

とし，「仕事も余暇も両方大切である」の回  

答を「両方大切」と3群に分類した。   

男子全体では「余暇を楽しむ」が22．4％で，  

年齢が上がるにつれて「余暇を楽しむ」割合  

は減っているのが分かる。「仕事が大切」に  

ついては，全体で「仕事が大切」は4．6％であ  

り，30～39歳で少し下がるものの，全体とし  

ては年齢とともに上がっていることが分かる。  

「両方大切」は，73．0％であった。   

女子全体では「余暇を楽しむ」が39．3％で，  

年齢が上がるにつれて男子同様に「余暇を楽  

しむ」割合は減っているのが分かる。「仕事  

が大切」については，女子全体で「仕事が大  

切」は4．0％であり，年齢とともに上がってい  

ることが分かる。「両方大切」は，56．8％で  

あった。  

悌 余暇を一緒に過ごす人   

表19は，「余暇を一緒に過ごす人」につい  

て，年齢群との関連を見たものである。余暇  

を一緒に過ごす人と年齢群の間について，男  

子で有意な関連が見られた。   

男子の「余暇を一緒に過ごす人」について  

は，「家族」が59．3％，以下「職場以外の友  

人」17．7％，「自分独り」14．7％，「職場の  

友人」8．3％となっている。残差分析を行い，  

年齢群に注目すると以下のことが分かる。18  

～29歳では「職場以外の友人」「自分独り」  

「職場の友人」が有意に多く，「家族」が有  

意に少なくなっている。30～39歳では「家族」  

が有意に多く，「自分独り」「職場以外の友   

になる症状の有無と年齢群の間について，男  

子で有意な関連が見られた。   

男子の「病気や気になる症状」については，  

「あり」は43．2％，「なし」が56．8％である。  

残差分析を行い，年齢群に注目すると，40歳  

以上は「あり」が有意に多く，「なし」は有  

意に少なくなっている。39歳以下については，  

「あり」が有意に少なく，「なし」は有意に  

多くなっている。   

男女ともに，年齢が上がるごとに，「病気  

や気になる症状がある」について肯定的な回  

答をする割合が増えていることが分かる。  

国 病名別篠息割合   

表16は，病気や気になる症状がある職員（全  

体の42．8％）のうち「病名別篠患割合」につ  

いて，年齢群との関連を見たものである。  

男子においては「病名ごとの篠患している割  

合」と年齢群の間について，腰痛で有意な関  

連が見られた。男子の腰痛については，「あ  

り」が33．4％，「なし」は66．6％である。残  

差分析を行い，年齢群に注目すると，18～29  

歳以下は「あり」が有意に多く，「なし」は  

有意に少なくなっている。40～49歳以下は「あ  

り」が有意に少なく，「なし」は有意に多く  

なっている。   

女子の腰痛については，年齢ごとの有意差  

はなかったものの，「あり」の占める割合が  

43．8％で，男子同様に高い割合であることが  

分かる。  

エ 余暇に関する意識調査  

所 余暇の目的   

表17は，「余暇の目的」について，年齢群  

との関連を見たものである。   

男子についてみると，「スポーツ・読書・  

趣味などによって自由時間を楽しむ」が  

36．4％，「家族，友人，知人との交流を楽し  

む」が31．9％であり，各年齢群において，こ  

の2つのカテゴリーに多くあてはまることが  

分かる。   

女子全体については，「家族，友人，知人  
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表16 病名別罷患割合（％）  

47   

30～39歳 40～49歳 50歳以上  合計  性別  項目  18～29歳  

1高血圧  0．8  21．4  29．1  34．8  27．1  

2 低血圧  3．9  1．9  4．5  1．5  3．1  

3 肥満  31．4  30．1  24．7  20．0  25．2  

4 やせすぎ  7．8  1．9  2．2  4．4  3．3  

5 脳卒中  1．5  0．4  

6 心筋梗塞  0．4  3．0  1．0  

7 その他の心臓病  2．0  1．0  7．2  16．3  7．8  

8 胃・十二指腸潰瘍  5，9  12．6  16．6  10．4  13．1  
9 慢性胃炎  5．9  3．9  13．0  9．6  9．6  

10慢性気管支炎  3．9  2．9  1．3  3．7  2．5  

11肝臓病  3．9  4．9  10．8  8．9  8．4  

12糖尿病  2．0  3．9  11．2  17．8  10．5  

男子13結核  0．4  0．7  0．4  

14腰痛  A47．1  36．9   ∇27．8  34．8  33．4  

15貧血  7．8  1．0  2．2  2．2  2．5  

16神経痛  5．9  1．9  4．0  3．0  3．5  

17精神科疾患  2．0  1．9  3．6  0．7  2．3  

18婦人科疾患  
19眼科疾患  

科粗   1   1  

21泌尿器系疾患  3．9  5．4  9．6  5．7  

22痔疾  5．9  6．8  9．4  10．4  8．8  

23通風  5．9  5．8  7．2  10．4  7．6  

24風邪  5．9  3．9  1．3  0．7  2．1  

25リュウマチ  0．4  2．2  0．8  

1高血圧  1．7  2．2  25．0  38．5  9．6  

2 低血圧  11．7  2．2  7．1  6．8  

3 肥満  16．7  28．9  35．7  15．4  24．0  

4 やせすぎ  3．3  1．4  

5 脳卒中  

6 心筋梗塞  
7 その他の心臓病  1．7  4．4  3．6  15．4  4．1  

8 胃・十二指腸潰瘍  4．4  21．4  7．7  6．2  

9 慢性胃炎  10．0  11．1  7．1  8．9  

10慢性気管支炎 1．4  

11肝臓病 2．1  

12糖尿病  2．2  3．6  23．1  3．4  

女子13結核  
14腰痛  51．7  40．0  32．1  46．2  43．8  

15貧血  16．7  20．0  25．0  15．4  19．2  

16神経痛  3．3  4．4  17．9  7．7  6．8  

17精神科疾患  8．3  8．9  6．2  

18婦人科疾患  16．7  13．3  17．9  7．7  15．1  

19眼科疾患  2．2  7．1  2．1  

20耳鼻咽喉科疾患  5．0  8．9  3．6  5．5  

21泌尿器系疾患  5．0  6．7  3．6  7．7  5．5  

22痔疾  10．7  7．7  2．7  

23通風  2．2  7．7  1．4  

24風邪  10．0  2．2  7．1  7．7  6．8  

25リュウマチ  3．6  7．7  1．4  

数値は羅患している構成比を示す。  
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＊は有意水準5％未満で有意差があることを示す。  
男子の項目18，女子の項目5，6，13は，該当者がなし ；者がない ことを示す。   

∇は期待値より有意に より有意に 少ないことを示す。  残差分析の結果，Aは期待値より有意に多く  
（5％水準）  

注5）無回答は除く。  
注6）篠患してない割合は省略した。  
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表17 余暇の目的  

48  

性別  項目  18～29歳 30～39歳 40～49歳 50歳以上  合計  合計  

51  39  85  57  232  232  

（21．0） （12．6） （20．4） （27．0） （19．7） （19．7）  
1のんびり休養して鋭気を養う  

友人知人との交流を楽  
2  

78  147  118  34  377  377  

（32．1） （47．4） （28．4） （16．1） （31．9） （31．9）  

6  10  27  26  69  69  

（2．5）  （3．2）  （6，5） （12．3）  （0．8）  （0．8）  
3 自然に親しむ  

7  5  5  2  19  19  

（2．9）  （1．6）  （1．2）  （0．9）  （1．6）  （1．6）  
4知識や教養を高める  

男子  
スポーツ・読書・趣味などによ  97  102  150  81  430  430  

って自由時間を楽しむ  （39．9） （32．9） （36．1） （38．4） （36．4） （36．4）  

仕事に役立っ能力開発のための  3  2  6  11  11  

学習を行う  （1．2）  （0．6）  （1．4）  （0．9）  （0．9）  

地域・社会的活動やボランティ  1  5  25  11  42  42  

ア活動を行う  （0．4）  （1．6）  （6．0）  （5，2）  （3．6）  （3．6）  

243  310  416  211   1，180   2，117  

（100．0） （100．0） （100．0） （100．0） （100．0） （100．0）  
合  計  

51  34  20  11  116  116  

（25．9） （37．0） （45．5） （61．1） （33．0） （33．0）  
1のんびり休養して鋭気を養う  

，友人知人との交流を楽  
2  

93  35  15  4  147  147  

（47．2） （38．0） （34．1） （22．2） （41．9） （41．9）  

7  1  2  2  12  12  

（3．6）  （1．1）  （4．5） （11．1）  （3．4）  （3．4）  
3 自然に親しむ  

3  1  4  4  

（1．5）  （2．3）  （1．1）   （1．1）  
4知識や教養を高める  

女子  
スポーツ・読書・趣味などによ  42  22  6  1  71  71  

って自由時間を楽しむ  （21．3） （23．9） （13．6）  （5．6） （20．2） （20．2）  

仕事に役立っ能力開発のための  
学習を行う  

地域・社会的活動やボランティ  1  1  1  

ア活動を行う  （0．5）  （0．3）  （0．3）  

197  92  44  18  351  505  

（100．0） （100．0） （100．0） （100．0） （100．0） （100．0）  
合  計  

注1）（）内は構成比を示す。  

注2）無回答は除く。  

人」は有意に少なくなっている。40～49歳に  

おいては「家族」が有意に多く，「職場の友  

人」「職場以外の友人」は少なくなっている。  

50歳以上については，「自分独り」が多くな  

っている。   

女子全体についてみると，「家族」と答え  

た者が38．2％，「職場以外の友人」と答えた  

者が27．8％であり，「職場の友人」とのつき  

あいが15．6％を占めていた。  

国 余暇を過ごす場所   

表20は，「余暇を過ごす場所」について，  

年齢群との関連を見たものである。余暇を過  

ごす場所と年齢群の間について，男子で有意  

な関連が見られた。   

男子の「余暇を過ごす場所」については，  

「屋外」が65．7％，以下「（自分の部屋以外  

の）屋内」20．2％，「自分の部屋」14．1％と  

なっている。残差分析を行い，年齢群に注目  

すると，18～29歳は「自分の部屋」が有意に  

多く，「屋外」は有意に少なくなっている。   
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表18 仕事と余暇の関係  

49  

性別  区分  18～29歳 30～39歳 40～49歳 50歳以上  合計  

73  74  85  35  267  

（30．0） （23．8） （20．2） （16．2） （22．4）  
余暇を楽しむ  

161  231  312  165  869  

（66．3） （74．3） （74，1） （76．4） （73．0）  
両方大切  

9  6  24  16  55  

（3．7）  （1．9）  （5．7）  （7．4）  （4．6）  
仕事が大切  

243  311  421  216   1，191  

（100．0） （100．0） （100．0） （100．0） （100．0）  
91  35  10  3  139  

（46．0） （37．6） （22．2） （16．7） （39．3）  
余暇を楽しむ  

104  56  32  9  201  

（52．5） （60．2） （71．1） （50．0） （56．8）  
両方大切  

3  2  3  6  14  

（1．5）  （2．2）  （6．7） （33．3）  （4．0）   
仕事が大切  

198  93  45  18  354  

（100．0） （100．0） （100．0） （100．0） （100．0）  

注1）（）内は構成比を示す。  
注2）「余暇を楽しむ」は「余暇を楽しむことが最も大切である」「できるだけ余暇  
を楽しむ」，「仕事が大切」は「仕事が最も大切である」「できる限り仕事の方  
に力を注ぐ」，「両方大切」は「仕事も余暇も両方大切である」をそれぞれ示す。  

注3）無回答は除く。  

表19 余暇を一緒に過ごす人   

18～29歳凋50嵐軋上  
55  22  57  41   

（22．6）   （7．1） （13．5） （19．0）   
息［3．9］ ∇ト4．4］  ト0．8］ A［2．0］  

合計  

175  

（14．7）  

性別  区分  

自分独り  

79  230  281  116  706  

家 族  （32．5） （74．0） （66．7） （53．7） （59．3）  
∇ト9．5］ A［6．1］ 息［3．9］  ト1．8］  

35  24  25  15  99  

職場の友人  （14．4）   （7．7）   （5．9）   （6．9）   （8．3）  

A［3．9］  ト0．4］ ∇卜2．2］  ト0．8］  

x2（9）＝120．013榊  男子  

74  35  58  44  211  

職場以外の友人   （30．5） （11．3） （13．8） （20．4） （17．7）  

息［5．8］ ∇ト3．5］ ∇ト2．6］   ［1．1］  

243  311  421  216  1，191  

（100．0） （100．0） （100．0） （100．0） （100．0）   

37  15  7  6  65  

（18．8） （16．1） （15．6） （33．3） （18．4）  
自分独り  

42  56  29  8  135  

（21．3） （60．2） （64．4） （44．4） （38．2）  

職場の友人  
（2。．（11  （6．7  （15  

女子  

職場以外の  77  11  6  4  98   

友 人  （39．1） （11．8） （13．3） （22．2） （27．8）  
197  93  45  18  353  

（100．0） （100．0） （100．0） （100．0） （100．0）  

注1）（）内は構成比を示し，［］内は調整済み残差を示す。  
注2）＊＊＊は有意水準0．1％未満で有意差があることを示す。  

注3）女子は，期待値算出にあたり，ズ2検定が不適当と判断された。  
注4）残差分析の結果，Aは期待値より有意に多く，∇は期待値より有意に少ないことを示す。（5％水準）  
注5）無回答は除く。   
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表20 余暇を過ごす場所  

50  

性別  区分  18～29歳 30～39歳 40～49歳 50歳以上  合計  

66  36  52  13  167  

自分の部屋  （27．0） （11．6） （12．4）   （6．1） （14．1）  

息［6．5］  ト1．5］  ト1．2］ ∇卜3．7］  

41  57  91  51  240  

屋 内  （16．8） （18．3） （21．8） （23．8） （20．2）  

卜1．5］  ト1．0］   ［1．0］   ［1．5］  ズ2（6）＝49．873＊＊＊  

137  218  275  150  780  

屋 外  （56．1） （70．1） （65．8） （70．1） （65．7）  

∇［－3．5〕   ［1．9］   ［0．0］   ［1．5］  

244  311  418  214  1，187  

（100．0） （100．0） （100．0） （100．0） （100．0）  

58  28  6  7  99  

（29．3） （30．4） （13．3） （38．9） （28，0）  

47  30  20  5  102  

（23．7） （32．6） （44．4） （27．8） （28．9）  

93  34  19  6  152  

（47．0） （37．0） （42．2） （33．3） （43．1）  

198  92  45  18  353  

（100．0） （100．0） （100．0） （100．0） （100．0）  

注1）（）内は構成比を示し，［］内は調整済み残差を示す。  
注2）「屋内」は自分の部屋以外の屋内を示す。  

注3）＊＊＊は有意水準0．1％未満で有意差があることを示す。  

注4）女子は，期待値算出にあたり，Ⅹ2検定が不適当と判断された。  

注5）残差分析の結果，息は期待値より有意に多く，  

注6）無回答は除く。   

50歳以上では「自分の部屋」が有意に少ない  

ことが分かる。  

帥 余暇の満足度   

表21は，「余暇の満足度」について，「満  

足」「やや満足」の回答を「満足」，「不満」  

「やや不満」の回答を「不満」とし，「どち  

らでもない」を合わせて3群に分類し，年齢  

群との関連を見たものである。余暇の満足度  

と年齢群の間について，男子で有意な関連が  

見られた。   

男子の「余暇の満足度」については，「満  

足」が42．8％，以下「どちらでもない」29．2％，  

「不満」28．0％，となっている。残差分析を  

行い，年齢群に注目すると，30～39歳では「不  

満」が有意に多く，50歳以上では「不満」が  

有意に少なくなっている。   

女子については，「不満」の割合がすべて  

の年齢群において，男子に比べて多いことが  

∇は期待値より有意に少ないことを示す。（5％水準）  

分かる。  

榊 余暇に対する不満の理由   

表22は，余暇の満足度に関して，「不満」  

「やや不満」と回答した者（調査対象者全体  

の39．8％）のうち，「余暇に対する不満の理  

由」に関する10項目について，年齢群との関  

連を見たものである。なお，「あてはまる」  

の回答を「肯定」，「あてはまらない」の回  

答を「否定」とした。余暇に対する不満の理  

由と年齢群の関係を見たところ，男子は4項  

目について有意な関連が見られた。   

「1 平日の自由時間が少ない 」について  

は，「不満」「やや不満」と回答した者（調  

査対象者全体の39．8％）のうち，「肯定」が  

43．1％，「否定」は56．9％である。残差分析  

を行い，年齢群に注目すると，30～39歳につ  

いては「肯定」が有意に多く，「否定」は有  

意に少なくなっている。18～29歳は「肯定」   
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表21余暇の満足度  

性別  区分  18～29歳 30～39歳 40～49歳 50歳以上  合計  

93  123  191  102  509  

満 足  （38．3） （39．5） （45．5） （47．4） （42．8）  

［－1．6］ ［－1．4］   ［1．4］   ［1．5］  

78  86  109  74  347  

どちらでもない   （32．1） （27．7） （26．0） （34．4） （29．2）  

［1．1］  ト0．7］  ト1，8］   ［1．9］  ズ2（6）＝18．494＊＊  男子  

72  102  120  39  333  

不 満  （29．6） （32．8） （28．6） （18．1） （28．0）  

［0．6］ A［2．2］   ［0．3］ ∇ト3．6］  

243  311  420  215  1，189  

（100．0） （100，0） （100．0） （100．0） （100，0）  

76  27  12  4  119  

（38．4） （29．0） （26．7） （22．2） （33．6）  

46  17  15  5  83  

（23．2） （18．3） （33．3） （27．8） （23．4）  
どちらでもない  

76  49  18  9  152  

（38．4） （52．7） （40．0） （50．0） （42．9）   

198  93  45  18  354  

（100．0） （100．0） （100．0） （100．0） （100．0）  

注1）（）内は構成比を示し，［］内は調整済み残差を示す。  
注2）「満足」は「満足」「やや満足」を示し，「不満」は「不満」「やや不満」を示す。  

注3）＊＊は有意水準1％未満で有意差があることを示す。  

注4）女子は，期待値算出にあたり，X2検定が不適当と判断された。  
∇は期待値より有意に少ないことを示す。（5％水準）  注5）残差分析の結果，息は期待値より有意に多く，  

注6）無回答は除く。   

が有意に少なく，「否定」は有意に多いこと  

が分かった。   

「2 休日が少ない」については，「不満」  

「やや不満」と回答した者（調査対象者全体  

の39．8％）のうち，「肯定」が40．4％，「否  

定」は59．6％である。残差分析を行い，年齢  

群に注目すると，50歳以上は「肯定」が有意  

に少なく，「否定」は有意に多いことが分か  

る。   

「7 お金がかかりすぎる」については，  

「不満」「やや不満」と回答した者（調査対  

象者全体の39．8％）のうち，「肯定」が19．0％，  

「否定」は81．0％である。残差分析を行い，  

年齢群に注目すると，50歳以上は「肯定」が  

有意に多く，「否定」は有意に少なくなって  

いる。30～39歳では「肯定」が有意に少なく，  

「否定」は有意に多いことが分かった。   

「10 家族などとの時間が合わない」につ   

いては，「不満」「やや不満」と回答した者  

（調査対象者全体の39．8％）のうち，「肯定」  

が30．7％，「否定」は69．3％である。残差分  

析を行い，年齢群に注目すると，40～49歳に  

ついては「肯定」が有意に多く，「否定」は  

有意に少なくなっている。30～39歳では「肯  

定」が有意に少なく，「否定」は有意に多い  

ことが分かった。  

肘 現在の休日数について   

表23は，「現在の休日数」について，「少  

ない」「やや少ない」の回答を「少ない」，  

「多い」「やや多い」の回答を「多い」とし，  

「現在の程度でよい」を合わせて3群に分類  

し，年齢群との関連を見たものである。男女  

とも半数以上が「少ない」と回答している。   

男子の「現在の休日数」については，「少  

ない」が59．2％，「現在の程度でよい」39．6％，  

「多い」1．2％，となっている。   
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表22 余暇に対する不満の理由  

52  

区分   男 子   女 子   

質問項目  18～29歳30～39歳40～49歳50歳以上  合計   18～29歳30～39歳40～49歳50歳以上  合計   

23    55    53   12   143   21    30  9  7    67  

肯定                                        （31．9）（53．9）（44．5）（30．8）（43．1）  （27．6）（61．2）（50．0）（70．0）（43．8）  

1由時間  ▼ト2・2］A［2・7］［0・4］ト1・7］  
2＿ ネ  

49  47  66  27 189 55   19  9  3    86  

否定  （72．4）（38．8）（50．0）（30．0）（56．2）   

▲［2．2］▼卜2．7］ト0．4］［1．7］  

33    49    43  9   134   16   10  7  33  

肯定                                          （45．8）（48．0）（36．1）（23．1）（40．4）  （21．1）（20．4）（38．9）  （21．6）  

2休日が少ない  
［1・1］［1・9］ト1・2］▼卜2・3］  

2＿ ♯  
39  53  76  30  60    39   11   10   120  

否定  （78．9）（79．6）（61．1）（100．0）（78．4）   

ト1．1］ト1．9］［1．2］A［2．3］  

」土工′」ナ   55    69    77    26   227   39    24   12  6    81  
R疋   

（76・4）（67・6）（64・7）（弧7）（68・4） 
3長期休暇がない  

（51．3）（49．0）（66．7）（60．0）（52．9）  
2 ＿  

17  33  42 13 105 37    25  
否定  

6  4    72  

（23．6）（32．4）（35．3）（33．3）（31．6）   （48．7）（51．0）（33．3）（40．0）（47．1）   

41    58    70    22   191   61   35   16  7   119  

4   （56・9）（弧9）（58・8）（56・4）（57・5） 2 ＿  （80．3）（71．4）（8臥9）（70．0）（77，8）  

31 44  49 17 141 15   14  
否定  

2  3    34  

（43．1）（43．1）（42．1）（43．6）（42．5）   （19．7）（28．6）（11．1）（30．0）（22．2）   

1    24  9  34   4   19  9  1   33  

5に時   （1．4）（23．5） （7．6）  （10．2）   （5．3）（38．8）（50．0）（10．0）（21．6）  

71   78   110    39   298   72    30  9  9   120  
否定  

（98．6）（76．5）（92．4）（100．0）（89．8）   （94．7）（61．2）（50．0）（90．0）（78．4）   

1  3  3  4   11   2  2  

6に時間がか   （1．4） （2．9） （2．5）（10．3）（3．3）   （20．0） （1．3）  

71   99   116    35   321   76    49   18  8   151  

否定                                    （98．6）（97．1）（97．5）（89．7）（96．7）   （100．0）（100．0）（100．0）（80．0）（98．7）   

10    12    28    13    63   4  4  1  9  

肯定                                           （13．9）（11．8）（23．5）（33．3）（19．0）  （5．3） （8．2） （5．6）  （5．9）  

7がかかりす  ［－1・2］▼ト2・2］［1・6］A［2・4］  
2▼ 綽  

62  90  91 26 269 72    45    17    10   144  

否定  （94．7）（91．8）（94．4）（100．0）（94．1）   

［1．2〕A［2．2］ト1．6］▼ト2．4］  

」上′■ナ   11   17   18  6    52   15    10  1  26  
目方E   

8当な施  （15．3）（16．7）（15．1）（15．4）（15．7）   （19．7）（20，4） （5．6）  （17．0）  

61   85   101   33   280   61   39   17   10   127  
否定  

（84．7）（83．3）（84．9）（84．6）（84．3）   （80．3）（79．6）（94．4）（100．0）（83．0）   

2  9  7  4    22   4  5  3  12  

利用したい時間  
9に施設が空いて  （2．8） （8．8） （5．9）（10．3） （6．6）   （5．3）（10．2）（16．7）  （7．8）  

いない   70    93   112    35   310   72    44   15   10   141  
否定  

（97．2）（91．2）（94．1）（89．7）（93．4）   （94．7）（89．8）（83．3）（100．0）（92．2）   

20    22    45   15   102   31   18    12  1    62  

肯定                                     （27．8）（21．6）（37．8）（38．5）（30．7）  （40．8）（36．7）（66．7）（10．0）（40．5）  

10  ト0・6］∇ト2・4］A［2・1］［1・1］  
2＿ ＊  

52  80  74  24 230 45    31  6  9    91  

否定  （59．2）（63．3）（33．3）（90．0）（59．5）   

［0．6］A［2．4］∇ト2．1］ト1．1］  

注1）（）内は構成比を示し，［］内は調整済み残差を示す。  
注2）「肯定」は「あてはまる」を示し，「否定」は「あてはまらない」を示す。  
注3）＊は有意水準5％，＊＊は有意水準1％未満で有意差があることを示す。  
注4）男子の項目5，6，8，9，女子の項目については，期待値算出にあたり，X2検定が不適当と判断された。  
注5）残差分析の結果，▲は期待値より有意に多く，∇は期待値より有意に少ないことを示す。（5％水準）  
注6）無回答は除く。   
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表23 現在の休日数  

53  

性別  区分  18～29歳  30～39歳  40～49歳  50歳以上   合計   

164  207  236  92  699  

（67．2）   （67．0）   （56．6）  （43．6）   （59．2）  

75  101  178  114  468  

（30．7）   （32．7）   （42．7）   （54．0）   （39．6）  
現在の程度でよい  

5  1  3  5  14  

（2．0）   （0．3）   （0．7）   （2．4）   （1．2）  

244  309  417  211  1，181  

（100．0） （100．0） （100．0） （100．0） （100．0）   

124  58  23  6  211  

（62．9）   （62．4）   （53，5）   （33．3）   （60．1）  

73  34  20  12  139  

（37．1）   （36．6）   （46．5）   （66．7）   （39．6）  
現在の程度でよい  

1  －  －  1  

（1．1）  （0．3）   

197  93  43  18  351  

（100．0） （100．0） （100．0） （100．0） （100．0）  

注1）（）内は構成比を示す。  
注2）「少ない」は「少ない」「やや少ない」を示し，「多い」は「多い」「やや多い」を示す。  

注3）無回答は除く。   

女子の「現在の休日数」については，「少  

ない」が60．1％，「現在の程度でよい」39．6％  

と同様の傾向である。   

男女ともに「少ない」と答えた者は，年齢  

が上がるごとに，割合が少なくなっているが，  

「現在の程度でよい」と答えた者は，年齢とと  

もに増加する傾向にある。  

例 希望する連続休暇日数   

表24は，「希望する連続休暇日数」につい  

て，年齢群との関連を見たものである。希望  

する連続休暇日数と年齢群の間について，男  

子においては有意な関連が見られた。   

男子についてみると，「希望する連続休暇  

日数」については，「7日」が35．0％，以下「10  

日」29．7％，「5日」17．4％，「3日」9．9％，  

「20日以上」8．0％の順である。残差分析を行  

い，年齢群に注目すると，39歳以下では，「10  

日」について「あてはまる」が有意に多く，  

18～29歳は「3日」が，30～39歳では「5日」  

がそれぞれ有意に少ないことが分かった。50  

歳以上で，「3日」及び「5日」に「あてはま  

る」が有意に多く，「10日」及び「20日以上」   

については「あてはまる」は有意に少なくな  

っている。   

女子については，「10日」は30．1％，以下  

「7日」25．9％，「3日」17．2％，「5日」16．3％，  

「20日以上」10．4％の順であった。  

オ 生活一般に関する調査  

同 職場内でのクラブ活動   

表25は，「職場内でのクラブ活動」につい  

て，「いつも参加している」 「ときどき参加  

している」の回答を「参加」，「まったく参  

加していない」「あまり参加していない」の  

回答を「不参加」の2群に分類し，年齢群と  

の関連を見たものである。職場内でのクラブ  

活動と年齢群の間について，男子においては  

有意な関連が見られた。   

男子の「職場内でのクラブ活動」について  

は，「参加」が63．4％，「不参加」が36．6％  

である。残差分析を行い，年齢群に注目する  

と，男子の39歳以下については，「参加」が  

有意に多く，「不参加」は有意に少ないこと  

が分かる。40歳以上については「参加」が有  

意に少なく，「不参加」は有意に多いことが   
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分かる。   

女子については，「不参加」が57．6％，「参  

加」が42．4％となっている。  

（イ）刑務官生活全般に対する満足度   

表26は，「刑務官生活全般に対する満足度」  

について，「大いに満足」「満足」の回答を  

「満足」，「とても不満」「不満」の回答を  

「不満」とし，「どちらとも言えない」を合  

わせて3群に分類し，年齢群との関連を見た  

ものである。刑務官生活全般に対する満足度  

と年齢群の間について，男子は有意な関連が  

見られた。   

男子については，「どちらとも言えない」  

が44．7％，以下「満足」41．4％，「不満」13．9％  

である。残差分析を行い，年齢群に注目する  

と，50歳以上は「満足」が有意に多く，「不  

満」は有意に少なくなっている。39歳以下に  

ついては「不満」が有意に多いことが分かる。   

女子全体においては，年齢群別に有意差が  

見られなかったが，年齢が上がるご とに「満  

足」の割合が増え，「不満」の割合が減って  

いる。  

表24 希望する連続休暇日数  

性別  区分  18～29歳  30～39歳  40～49歳  50歳以上  合計  

16  27  42  33  118  

3日  （6．6）   （8．7）   （10．0）   （15．3）   （9．9）  

∇ト2．0］   ［－0．9］   ［0．1］  A［2．9］  

36  40  69  62  207  

5日  （14．8）   （12．9）   （16．5）   （28．8）   （17．4）  

ト1．2］ ∇ト2，5］  ト0．6］  A［4．9］  

84  109  152  71  416  

7日  （34．4）   （35．0）   （36．3）   （33．0）   （35．0）  

ト0．2］   ［0．0］   ［0．7］  卜0．7］  x2（12）＝50．085＊＊＊  

85  107  120  41  353  

10日  （34．8）   （34．4）   （28．6）   （19．1）   （29．7）  

A［2．0］  息［2．1］   ト0．6］ ∇［－3．8］  

23  28  36  8  95  

20日以上  （9．4）   （9．0）   （8．6）   （3．7）   （8．0）  

［0．9］   ［0．8］   ［0．6］ ∇ト2．6］  

244  311  419  215  1，189  

（100．0） （100．0） （100．0） （100．0） （100．0）  

36  13  9  3  61  

（18．1）   （14．0）   （20．0）   （16．7）   （17．2）  

37  10  5  6  58  

（18．6）   （10．8）   （11．1）   （33．3）   （16．3）  

41  30  15  6  92  

（20．6）   （32．2）   （33．3）   （33．3）   （25．9）  

60  30  14  3  107  

（30．2）   （32．3）   （31．1）   （16．7）   （30．1）  

25  10  2  37  

（12．6）   （10．8）   （4．4）  （10．4）  

199  93  45  18  355  

（100．0） （100．0） （100．0） （100．0） （100．0）  

注1）（）内は構成比を示し，［］内は調整済み残差を示す。  
注2）＊＊＊は有意水準0．1％未満で有意差があることを示す。  

注3）女子は，期待値算出にあたり，ズ2検定が不適当と判断された。  

注4）残差分析の結果，息は期待値より有意に多く，∇は期待値より有意に少ないことを示す。（5％水準）  
注5）無回答は除く。   
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表25 職場内でのクラブ活動  

性別  区分   18～29歳  30～39歳  40～49歳  50歳以上   合計  

174  212  247  119  752  

参 加  （71．3）   （68．2）   （59．2）   （55．6）   （63．4）  

息［2．9］  息［2．0］ ∇ト2．2］ ∇ト2．6］  

70  99  170  95  434  

不参加  （28．7）  （31．8）  （40．8）  （44．4）  （36．6）  

∇ト2．9］ ∇ト2．0］  息［2．2］  息［2．6］  

x2（3）＝18．350＊＊＊  男子  

244  311  417  214  1，186  

（100，0） （100．0） （100．0） （100．0） （100，0）  

87  33  18  10  148  

（43．7）   （36．3）   （42．9）   （58．8）   （42．4）  

112  58  24  7  201  

（56．3）  （63．7）  （57．1）  （41．2）  （57．6）   
女子  不参加  

199  91  42  17  349  

（100，0） （100．0） （100．0） （100．0） （100．0）  

注1）（）内は構成比を示し，［］内は調整済み残差を示す。  
注2）「参加」は「いつも参加している」「ときどき参加している」を示し，「不参加」は「まったく参加して  
いない」「あまり参加していない」を示す。  

注3）＊＊＊は有意水準0．1％未満で有意差があることを示す。  

注4）女子は，期待値算出にあたり，X2検定が不適当と判断された。  
注5）残差分析の結果，息は期待値より有意に多く，▽は期待値より有意に少ないことを示す。（5％水準）  
注6）「職場にクラブ活動がない」の9名については，分析対象外とした。  

注7）無回答は除く。  

表26 刑務官生活全般に対する満足度  

性別  区分   18～29歳  30～39歳  40～49歳  50歳以上   合計  
91  122  177  102  492  

満 足  （37．3）  （39．2）  （42．1）  （47．7）  （41．4）  

［－1．5］   ト0．9］   ［0．4］  息［2．1］  

108  135  191  98  532  

（44．3）   （43．4）   （45．5）   （45．8）   （44．7）  

［－0．2］   ト0．6］   ［0．4］   ［0．3］  

どちらとも  

言えない  
ズ2（6）＝19．036＊＊  男子  

45  54  52  14  165  

不 満  （18．4）  （17．4）  （12．4）   （6．5）  （13．9）  

息［2．3］  息［2．1］   ト1．1］ ∇ト3．4］  

244  311  420  214  1，189  

（100．0） （100．0） （100．0） （100．0） （100．0）  

30  16  6  10  62  

（15．1）   （17．2）   （14．3）   （55．6）   （17．6）  

どちらとも  119  51  29  7  206  

言えない  （59．8）  （54．8）  （69．0）  （38．9）  （58．5）  
女子  

50  26  7  1  84  

（25．1）   （28，0）   （16．7）   （5．6）   （23．9）   

199  93  42  18  352  

（100．0） （100．0） （100．0） （100．0） （100．0）  

注1）（）内は構成比を示し，［］内は調整済み残差を示す。  
注2）「満足」は「大いに満足」「満足」を示し，「不満」は「とても不満」「不満」を示す。  

注3）＊＊は有意水準1％未満で有意差があることを示す。  

注4）女子は，期待値算出にあたり，X2検定が不適当と判断された。  
注5）残差分析の結果，息は期待値より有意に多く，▽は期待値より有意に少ないことを示す。（5％水準）  
注6）無回答は除く。   
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表27 研修の内容Ⅰ制度に対する満足度  

56  

性別  区分  18～29歳  30～39歳  40～49歳  50歳以上   合計  

57  35  64  39  195  

満 足  （23．6）   （11．3）   （15．5）   （18．4）   （16．5）  

A［3．3］ ∇［－2．9］   ト0．7］   ［0．8］  

120  183  229  136  668  

（49．6）   （58．8）   （55．3）   （64．2）   （56．7）  

▽ト2，5］   ［0．9］   ト0．7］  息［2．4］  

どちらとも  

言えない  
男子  x2（6）＝26．755＊＊＊  

65  93  121  37  316  

不 満  （26．9）   （29．9）   （29．2）   （17．5）   （26．8）  

［0．0］   ［1．4］   ［1．4］ ∇ト3．4］  

242  311  414  212  1，179  

（100．0） （100．0） （100．0） （100．0） （100．0）  

44  6  1  7  58  

（22，2）   （6．5）   （2．4）   （38．9）   （16．5）  

どちらとも  108  60  28  10  206  

言えない  （54．5）   （64，5）   （66．7）   （55，6）   （58．7）  
女子  

46  27  13  1  87  

（23．2）   （29．0）   （31．0）   （5．6）   （24．8）  

198  93  42  18  351  

（100．0） （100．0） （100．0） （100．0） （100．0）  

注1）（）内は構成比を示し，［］内は調整済み残差を示す。  
注2）「満足」は「大いに満足」「満足」を示し，「不満」は「とても不満」「不満」を示す。  

注3）＊＊＊は有意水準0．1％未満で有意差があることを示す。  

注4）女子は，期待値算出にあたり，ズ2検定が不適当と判断された。  

注5）残差分析の結果，Aは期待値より有意に多く，∇は期待値より有意に少ないことを示す。（5％水準）  
注6）無回答は除く。  

表28 住居形態  

性別  区分  18～29歳  30～39歳  40～49歳  50歳以上   合計  
198  177  137  56  568  

官 舎  （81．1）   （56．9）   （32．5）   （26．2）   （47．7）  

底［11．7］  息［3．8］ ▽ト8．8］ ∇ト7．0］  

46  134  284  158  622  

官舎以外  （18．9）   （43．1）   （67．5）   （73．8）   （52．3）  

▽ト11．7］ ∇ト3．8］  息［7．8］  息［7．0］  

男子  ズ2（3）＝198，537掴   

244  311  421  214  1，190  

（100．0） （100．0） （100．0） （100．0） （100．0）  

130  37  5  5  177  

（65．3）   （39．8）   （11．9）   （27．8）   （50．3）  

69  56  37  13  175  

（34．7）   （60．2）   （88．1）   （72．2）   （49．7）  
女子  官舎以外  

199  93  42  18  352  

（100．0） （100．0） （100．0） （100．0） （100．0）  

注1）（）内は構成比を示し，［］内は調整済み残差を示す。  
注2）＊＊＊は有意水準0．1％未満で有意差があることを示す。  

注3）女子は，期待値算出にあたり，ズ2検定が不適当と判断された。  

注4）残差分析の結果，息は期待値より有意に多く，▽は期待値より有意に少ないことを示す。（5％水準）  
注5）無回答は除く。   
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悌 研修の内容。制度に対する満足度   

表27は，「研修の内容・制度に対する満足  

度」について，「満足」「大いに満足」の回  

答を「満足」，「とても不満」「不満」の回  

答を「不満」とし，「どちらとも言えない」  

を合わせて3群に分類し，年齢群との関連を  

見たものである。研修の内容。制度について  

の満足度と年齢群の間について，男子は有意  

な関連が見られた。   

男子については，「どちらとも言えない」  

が56．7％，以下「不満」26．8％，「満足」16．5％  

である。残差分析を行い，年齢群に注目する  

と，18～29歳は「満足」が有意に多く，「ど  

ちらとも言えない」は有意に少なかった。30  

～39歳は「満足」が有意に少なかった。50歳  

以上は「どちらとも言えない」が有意に多く，  

「不満」は有意に少なかった。  

国 住居形態   

表28は，「住居形態」と年齢群との関連を  

見たものである。「住居形態」と年齢群との  

関係について，男子においては，有意差が見  

られた。   

男子については，「官舎」が47．7％，「官  

舎以外」は52．3％となっている。残差分析を  

行い，年齢群に注目すると，39歳以下は「官  

舎」が有意に多く，「官舎以外」は有意に少  

なかった。40歳以上においては，「官舎以外」  

が有意に多く，「官舎」は有意に少なかった。  

帥 官舎生活の満足度   

表29は，官舎に住んでいる者のうち，「官  

舎生活の満足度」と年齢との関連を見たもの  

である。なお，「大いに満足」「満足」の回  

答を「満足」，「大いに不満」「不満」の回  

答を「不満」とし，「どちらとも言えない」  

を合わせて3群に分類し，「官舎生活の満足度」  

と年齢群との間において，関連を見たもので  

ある。男子においては有意な関連が見られた。   

男子については，「不満」が33．9％，以下  

「どちらとも言えない」33．3％，「満足」32．8％  

となっている。年齢群に注目すると，18～29   

歳は「不満」が有意に多く，「どちらとも言  

えない」は有意に少なかった。50歳以上では，  

「満足」が有意に多く，「不満」は有意に少  

なかった。  

榊 単身赴任経験の有無   

表30は，「単身赴任経験の有無」について，  

年齢との関連を見たものである。「単身赴任  

経験の有無」と年齢群の間について，男子は  

有意な関連が見られた。年齢群に注目すると，  

39歳以下は「なし」が有意に多く，「あり」  

は有意に少なかった。40歳以上では，「あり」  

が有意に多く，「なし」は有意に少なかった。  

印 単身赴任に対する希望   

表31は，「単身赴任に対する希望」につい  

て，「したくない」「できればしたくない」  

の回答を「したくない」，「してもいい」「場  

合によってはしてもいい」の回答を「しても  

いい」とし，「どちらでもない」と合わせて  

3群に分類し，年齢群との関連を見たもので  

ある。「単身赴任に対する希望」と年齢群の  

間について，男子は有意な関連が見られた。  

年齢群に注目すると，18～29歳以下は「して  

もいい」が有意に多く，「したくない」は有  

意に少なかった。40～49歳以下では，「した  

くない」が有意に多く，「してもいい」は有  

意に少なかった。  

（2）職業に関する意識  

ア 職業志向尺度   

職業志向尺度の平均値，標準偏差を表32に  

示す。職業志向尺度のα係数（文末の※を参  

照）は0．7007であり，ある程度の内部一貫性  

があることが示された。職業志向尺度につい  

て，性別（男女）×年齢群（4群）の条件か  

らなる2元配置の分散分析を実施した。その  

結果，性別と年齢群の間で交互作用が有意で  

あったため（F（1，1539）＝3．091，P＜．05），  

単純主効果検定を行った。主な結果は，以下  

のとおりである。  

（D 性別における単純主効果が有意であり   

（F（1，1539）＝14．738，P＜．001），女子   
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表29 官舎生活の満足度  

58  

性別  区分  18～29歳  3（）～39歳  40～49歳  50歳以上   合計  
59  60  42  25  186  

満 足  （29．8）   （33．9）   （30．9）   （44．6）  （32．8）  

卜1．1］   ［0．4］   ト0．5］  息［2．0］  

53  65  49  22  189   

（26．8）   （36．7）   （36．0）   （39．3）   （33，3）  

▽［…2．4］   ［1．2］   ［0．8］   ［1．0］  

どちらとも  

言えない  
男子  Ⅹ2（6）＝18．885＊＊  

86  52  45  9  192  

不 満  （43．4）   （29．4）   （33．1）   （16．1）   （33．9）  

息［3．5］   ト1．5］   ト0．2］ ▽ト3．0］  

198  177  136  56  567  

（100．0） （100．0） （100．0） （100．0） （100．0）  

37  16  3  2  58  

（28．7）   （43．2）   （60．0）   （40．0）   （33．0）  

どちらとも  37  11  1  3  52  

言えない  （28．7）   （29．7）   （20．0）   （60．0）   （29．5）  
女子  

55  10  1  66  

（42．6）   （27．0）   （20．0）  （37．5）  

129  37  5  5  176  

（100．0） （100．0） （100．0） （100．0） （100．0）  

注1）（）内は構成比を示し，［］内は調整済み残差を示す。  
注2）「満足」は「大いに満足」「満足」を示し，「不満」は「とても不満」「不満」を示す。  

注3）＊＊は有意水準1％未満で有意差があることを示す。  

注4）女子は，期待値算出にあたり，ズ2検定が不適当と判断された。  

注5）残差分析の結果，底は期待値より有意に多く，▽は期待値より有意に少ないことを示す。（5％水準）  
注6）無回答は除く。  

表30 単身赴任経験の有無  

性別  区分  18～29歳  30～39歳  40～49歳  50歳以上   合計  

12  12  57  38  119  

あり  （5．2）   （4．0）   （13．8）   （18．2）   （10．3）  

∇ト2．9］ ▽ト4．2］  A［2．9］  A［4．1］  

219  288  357  171  1，035  

なし  （94．8）   （96．0）   （86．2）   （81．8）   （89．7）  

A［2．9］  息［4．2］ ▽［－2．9］ ∇ト4．1］  

x2（3）＝38．807＊＊＊  

231  300  414  209  1，154  

（100．0） （100．0） （100．0） （100．0） （100．0）  

20  8  4  3  35  

（10．6）   （8．8）   （9．5）   （17．6）   （10．4）  

168  83  38  14  303  

（89．4）   （91．2）   （90．5）   （82．4）   （89．6）  
女子  なし  

188  91  42  17  338  

（100．0） （100．0） （100．0） （100．0） （100．0）  

注1）（）内は構成比を示し，［］内は調整済み残差を示す。  
注2）「あり」は「単身赴任をしたことがある」を示し，「なし」は「単身赴任をしたことがない」を示す。  

注3）＊＊＊は有意水準0．1％未満で有意差があることを示す。  

注4）女子は，期待値算出にあたり，X2検定が不適当と判断された。  
注5）残差分析の結果，底は期待値より有意に多く，∇は期待値より有意に少ないことを示す。（5％水準）  
注6）無回答は除く。   



行刑施設職員の生活と意識に関する研究（その1）  

表31単身赴任に対する希望  

性別  区分  18～29歳 30～39歳 40～49歳 50歳以上  合計  

185  264  372  186  1，007  

したくない  （76．4） （85．4） （88．6） （86．9） （85．0）  

∇ト4．2］   ［0．3］ A［2．6］   ［0，9］  

19  9  17  11  56  

どちらでもない  （7．9）   （2．9）   （4．0）   （5．1）   （4．7）  

［2．6］  ト1．7］  ト0．8］   ［0．3］  ズ2（3）ニ22．490＊＊＊  男子  

38  36  31  17  122  

してもいい  （15．7） （11．7）   （7．4）   （7．9） （10．3）  

息［3．1］   ［0．9］ ∇ト2．4］ ［－1．3］  

242  309  420  214  1，185  

（100．0） （100．0） （100．0） （100．0） （100．0）   

131  74  33  15  253  

（67．5） （80．4） （78．6） （83．3） （73．1）  
したくない  

34  9  3  1  47  

（17．5）   （9．8）   （7．1）   （5．6） （13．6）  
どちらでもない  

29  9  6  2  46  

（14．9）   （9．8） （14．3） （11．1） （13．3）   
してもいい  

194  92  42  18  346  

（100．0） （100．0） （100，0） （100．0） （100．0）  

注1）（）内は構成比を示し，［］内は調整済み残差を示す。  
注2）「したくない」は「したくない」「できればしたくない」を示し，「してもいい」は「してもいい」「場  
合によってはしてもいい」を示す。  

注3）＊＊＊は有意水準0．1％未満で有意差があることを示す。  

注4）女子は，期待値算出にあたり，Ⅹ2検定が不適当と判断された。  

注5）残差分析の結果，Aは期待値より有意に多く，∇は期待値より有意に少ないことを示す。（5％水準）  
注6）無回答は除く。  

表32 職業志向尺度得点  5
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性別  群別  平均  標準偏差  

18～29歳  

30～39歳  

男子  40～49歳  

50歳以上  

合計  

25．14  3．60  

25．19  3．40  

25．82  3．33  

24．98  3．54  

25．34  3．48  

ー㊥一男性  
一思・・・・女性  

18～29歳 30～39歳 40～49歳 50歳以上  

図1 職業志向尺度  

18～29歳  

30～39歳  

女子  40～49歳  

50歳以上  

合計  

23．70  3．55  

23．14  3．61  

23．98  3．76  

25．82  3．03  

23．70  3．60   

尺度得点が高く示された。  

図1から，職業志向尺度得点は，男性の「40  

～49歳」まで上昇し，それ以降は下降してい  

る。また，女子は「18～29歳」から「30～39  

歳」においては数値が下がっているが，「30  

～39歳」以降は上昇していることが分かる。  

企業帰属意識尺度と同様に年齢群の「40～49   

よりも男子の職業志向尺度得点が高く示さ   

れた。  

② 年齢群における単純主効果が有意であり   

（F（3，1539）＝2．990，P＜．05），LSD法に   

より多重比較を行うと，40～49歳が18～29   

歳，30～39歳及び50歳以上よりも職業志向  
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表33 企業帰属意識尺度得点  0
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性別   群別  平均  標準偏差  

18～29歳  

30～39歳  

男子  40～49歳  

50歳以上  

合 計  

38．70  6．76  

38．96  7．24  

40．26  6．92  

40．65  6，85  

39．65  7，02  

＋男性  
一個一女性  

18～29歳 30～39歳 40～49歳 50歳以上  

図2 企業帰属意識尺度得点  

18～29歳  

30～39歳  

女子  40～49歳  

50歳以上  

合 計  

33．19  6．71  

34．86  5．68  

37．61  7．13  

41．50  6．45  

34．59  6．82  

や不満」と回答した男女職員に対して，どの  

ような要因が結果に影響を及ぼしているかを  

明らかにするために，表12において職場に不  

満の理由を構成している職務ストレッサー項  

目及び本人の基本的属性を説明変数とし，表  

34の「職場に不満な職員内訳」のうち全体の  

「不満」及び「やや不滴」を目的変数として  

階層的重回帰分析を行った。調査対象者は表  

34に示すとおり，職場の満足度（表11）にお  

いて「不満」あるいは「やや不満である」を  

選択した611名（全体の39．5％）である。説明  

変数のうち，表12にある「その他」は内容が  

検討できないため除外した。性別は「男性」  

を1，「女性」を2とし，同居については，  

「なし」を1，「あり」を2，官舎ついても  

同居と同様にカテゴリカルデータに変換した。  

年齢は調査時年齢をそのまま投入した。表35  

は，多重共線性（multicollinearity）が起き  

ないように，共線性の許容度の条件を2未満  

として行った階層的重回帰分析の結果である。  

各説明変数の標準回帰係数と偏回帰係数はそ  

れぞれ目的変数に対する寄与の程度を示して  

いる。すなわち，ステップ1は，ストレッサ  

ー項目のみ投入したものであり「よい上司に  

恵まれないから」は．214（p＜．001），「仕事  

自体に生きがいがない」は．144（p＜．001），  

「現在の地位や仕事が気に入らないから」  

は．140（p＜．001），「自分の能力を発揮でき  

る場所がないから」は．115（p＜．01）の順で  

目的変数である職場の不満度がそれぞれ影響   

歳」と「50歳以上」の間において男女間の得  

点が逆転している。  

イ 企業帰属意識尺度   

企業帰属意識尺度の平均値，標準偏差を表  

33に示す。α係数は0．7896であり，ある程度  

の内部一貫性があることが示された。企業帰  

属意識尺度について，性別（男女）×年齢群  

（4群）の条件からなる2元配置の分散分析を  

実施した。その結果，性別と年齢群の間で交  

互作用が有意であったため（F（1，1526）＝  

4．664，P＜．01），単純主効果検定を行った。  

主な結果は，以下のとおりである。  

① 性別における単純主効果が有意であり   

（F（1，1526）＝24．475，Pく001），女子よ   

りも男子の企業帰属意識尺度得点が高く示   

された。  

② 年齢群における単純主効果が有意であり   

（F（3，1526）＝15．797，P＜．05）LSD法によ   

り多重比較を行うと，50歳以上及び40～49   

歳は30～39歳よりも有意に大きく，さらに   

30～39歳は18～29歳より有意に大きい企業   

帰属意識尺度得点が高く示された。   

図2から，企業帰属意識尺度の得点は，男  

女ともに年齢が上がるとともに上昇しており  

年齢群の「40～49歳」と「50歳以上」の間に  

おいて男女間の得点が逆転していることが分  

かる。  

ウ 職場に対する不満   

「職場の満足度」に関して，「不満」「や  
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表34 職場に不満な職員内訳  
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性別  区分  18～29歳  30～39歳  40～49歳  50歳以上   合計  

21  38  33  16  108  

（22．1）   （30．4）   （21．0）   （22．9）   （24．2）  

74  87  124  54  339  

（77．9）   （69．6）   （79．0）   （77．1）   （75．8）  
男子   やや不満  

95  125  157  70  447  

（100．0） （100．0） （100．0） （100．0） （100．0）  

26  13  4  1  44  

（28．0）   （28．3）   （19．0）   （25．0）   （26．8）  

67  33  17  3  120  

（72．0）   （71．7）   （81．0）   （75．0）   （73．2）  
女子   やや不満  

93  46  9  4  164  

（100．0） （100．0） （100．0） （100．0） （100．0）  

47  51  37  17  152  

（25．0）   （29．8）   （20．8）   （23．0）   （24．9）  

141  120  141  57  459  

（75．0）   （70．2）   （79．2）   （77．0）   （75．1）   
全体   やや不満  

188  171  178  74  611  

（100．0） （100．0） （100．0） （100．0） （100．0）  

注1）（）内は構成比を示す。  
注2）無回答は除く。  

表35 職場が不満であるに対する階層的重回帰分析  

ステップ1  ステップ2  

説明変数  標準偏回  偏相関 標準偏回  偏相関  
帰係数  係数  帰係数  係数  

仕事自体に生きがいがない  

収入が少ない  

現在の地位や仕事が気に入らないから  

職場の安定性がないから  

よい上司に恵まれないから  

よい同僚に恵まれないから  

職場の施設や設備が不十分だから  

自分の能力を発揮する場がないから  

労働時間や休暇に不満があるから  

昇給や昇進が学歴・研修歴によって決まって  

しまうから  

被収容者に問題が多いから  

性別  

年齢  

同居あり  

官舎あり  

0．153輌＊  0．158   

0．031   0．033  

0．128＊＊  0．128  

－0．016   －0，017  

0．222＊＊＊  0．230   

0．006    0．006  

－0．009   －0．009  

0．137＊＊＊  0．137  

0．094＊   0．097  

0．008    0．009  

0．068    0．071  

0．000    0．000  

－0．020   －0．017   

0．008    0．007  

－0．038   －0．034  

0．144＊＊＊  0．148  

0．038    0．040  

0．140＊＊＊  0．141  

¶0．020   －0．021  

0．214＊＊＊  0．222  

0．020    0．021  

－0．022   －0．024  

0．115＊＊  0．115  

0．088    0．092   

0．002    0．002   

0．063    0．067  

重相関係数（R）  0．380  0．397  

F検定  6．736＊＊＊  6．736＊＊＊  

注）＊＊は有意水準1％，＊＊＊は有意水準0．1％未満で有意差があることを示す。  
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表36 余暇を過ごす場所と余暇を一緒に過ごす人  
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性別  区分  自分の部屋  屋内  屋外  合計  

64  23  89  176  

自分独り  （38．3）  （9．5）  （11．4）  （14．5）  

息［9．3］   ∇ト2．6］   ∇ト4．6］  

74  178  455  707  

家族  （44．3）  （73．3）  （58．1）  （59．3）  

∇ト4．2］  息［5．0］  ［－1．1］  

11  11  77  99  

職場の友人  （6．6）  （4．5）  （9．8）  （8．3）  

ト0．9］   ▽ト2．4〕  A［2，7］  

男子  x2（6）＝106．897＊＊＊  

18  31  162  211  

職場以外の友人  （10．8）  （12．8）  （20．7）  （17．7）  

∇ト2．5］   ∇ト2．3］  息［3．8〕   

167  243  783  1，193  

（100．0）   （100．0）   （100．0）   （100．0）  

44  6  15  65  

（44．0）  （5．9）  （9．90）   （18．40）  

27  54  53  134  

（27．0）  （53．5）  （34．9）  （38．0）  

12  10  33  55  

（12，0）  （9．9）  （21．7）  （15．6）  
女性   職場の友人  

17  31  51  99  

（17．0）  （30．7）  （33．6）  （28．0）  
職場以外の友人  

100  101  152  353  

（100．0）   （100．0）  （100．0）   （100．0）  

注1）（）内は構成比を示し，［］内は調整済み残差を示す。  
注2）＊＊＊は有意水準0．1％未満で有意差があることを示す。  

注3）女子は，期待値算出にあたり，X2検定が不適当と判断された。  
注4）残差分析の結果，息は期待値より有意に多く  

注5）無回答は除く。  

∇は期待値より有意に少ないことを示す。（5％水準）  

（3）余暇に関する意識  

ア 余暇を過ごす場所。人   

表36は，「余暇を過ごす場所」と「余暇を  

一緒に過ごす人」との関連を見たものである。   

男子については，「余暇を過ごす場所」と  

「余暇を一緒に過ごす人」の間に有意な関連  

が見られた。一緒に過ごす対象別に見ると，  

「家族」が59．3％，以下「職場以外の友人」  

17．7％，「自分独り」14．5％，「職場の友人」  

8．3％となっている。残差分析を行い，「余暇  

を過ごす場所」に注目すると，「自分の部屋」  

は，「余暇を一緒に過ごす人」について，「自  

分独り」が有意に多く，「家族」「職場以外  

の友人」は有意に少なかった。「屋内」は，   

を受けていることが分かる。ステップ2は，  

ステップ1の説明変数に本人の属性までを含  

めて説明変数に投入したものである。結果と  

しては，「よい上司に恵まれないから」は．222  

（p＜．001），「仕事自体に生きがいがない」  

は．153（p＜．001），「自分の能力を発揮でき  

る場所がないから」は．137（p＜．001），「現  

在の地位や仕事が気に入らないから」は．128  

（p＜．01），「労働時間や休暇に不満がある  

から」．094（p＜．05），の順で目的変数であ  

る「職場の不満度」がそれぞれ影響を受けて  

いることが分かる。重相関係数から，ステッ  

プ2の方が，モデルとしての適合性が高いこ  

とが分かる。  
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「家族」が有意に多く，「自分独り」「職場  

の友人」及び「職場以外の友人」は有意に少  

なかった。「屋外」は，「職場の友人」「職  

場以外の友人」が有意に多く，「自分独り」  

は有意に少なかった。  

イ 連続休暇希望日数と余暇の満足度   

表37は，「連続休暇希望日数」と「余暇の  

満足度」との関連を見たものである。「余暇  

の満足度」の区分は表21に同じである。   

男子については，「連続休暇の希望」と「余  

暇の満足度」の間に有意な関連が見られた。  

余暇の満足度別に見ると，「満足」42．8％，  

以下「どちらでもない」29．3％，「不満」27．9％  

となっている。残差分析を行い，「余暇の満  

足度」に注目すると，「満足」は，「連続休  

暇の希望」について，「5日」が有意に多く，  

「20日以上」は有意に少なかった。「どちら   

でもない」は「3日」「7日」が有意に多く，  

「10日」は有意に少なかった。「不満」は「10  

日」「20日以上」が有意に多く，「7日」「5  

日」及び「3削は有意に少なかっキ。  

ウ 余暇に対する不満   

「余暇の満足度」に関して，「不満」「や  

や不満」と回答した男女職員に対して，どの  

ような要因が結果に影響を及ぼしているかを  

明らかにするために，表22において余暇に対  

する不満の理由を構成している余暇ストレッ  

サー項目及び本人の基本的属性を説明変数と  

し，表38の「余暇に不満な職員内訳」の全体  

の「不満」及び「やや不満」を目的変数とし  

て階層的重回帰分析を行った。調査対象者は  

表38に示すとおり，余暇の満足度（表21）に  

おいて「不満」あるいは「やや不満である」  

を選択した485名（全体の31．3％）である。性  

表37 連続休暇希望日数と余暇の満足度  

連続休暇希望日  
性別  区分   

3日  5日  7日  10日  20日以上  合計  

53  102  179  146  32  512  

満足  （44．5） （49．3） （42．9） （41．0） （33．0） （42．8）  

［0．4］ A［2．1］ ［0．1］ ト0．8］ ∇［－2．0］  

46  64  138  78  24  350  

（38．7） （30．9） （33．1） （21．9） （24．7） （29．3）  

A［2．4］ ［0．6］ 息［2．1］ ▽ト3．6］  卜1．0］  

どちらで  

もない  
男子  ズ2（8）＝47．989＊＊＊  

20  41  100  132  41  334  

不満  （16．8） （19．8） （24．0） （37．1） （42．3） （27．9）  

∇ト2．8］ ▽ト2．9］ ∇ト2．2］ A［4．6］ A［3．3］   

119  207  417  356  97  1，196  

（100．0） （100．0） （100．0） （100，0） （100．0） （100．0）  

20  23  26  36  14  119  

（32．8） （39．7） （28．3） （33．3） （38．6） （33．5）  

どちらで  18  19  20  19  7  83  

もない  （29．5） （32．8） （21．7） （17，6） （19．4） （23．4）  
女性  

23  16  46  53  15  153  

（37．0） （27．6） （50．0） （49．1） （41．7） （43．1）  

61  58  92  108  36  355  

（100．0） （100．0） （100．0） （100．0） （100．0） （100．0）  

注1）（）内は構成比を示し，［］内は調整済み残差を示す。  
注2）＊＊＊は有意水準0．1％未満で有意差があることを示す。  

注3）女子は，期待値算出にあたり，ズ2検定が不適当と判断された。  

注4）残差分析の結果，底は期待値より有意に多く，∇は期待値より有意に少ないことを示す。（5％水準）  
注5）無回答は除く。   
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表38 余暇に不満な職員内訳  
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性別  区分  18～29歳  30～39歳  40～49歳  50歳以上   合計   

26  23  25  6  80  

（36．1）   （22．5）   （20．8）   （15．4）   （24．0）  

46  79  95  33  253  

（63．9）   （77．5）   （79．2）   （84．6）   （76．0）   
男子   やや不満  

72  102  120  39  333  

（100．0） （100．0） （100．0） （100．0） （100．0）  

15  10  5  1  31  

（19．7）   （20．4）   （27．8）   （11．1）  20．4  

61  39  13  8  121  

（80．3）   （79．6）   （72．2）   （88．9）   （79．6）   
女子   やや不満  

76  49  18  9  152  

（100．0） （100．0） （100．0） （100．0） （100．0）   

41  33  30  7  111  

（27．7）   （21．9）   （21．7）   （14．6）   （22．9）  

107  118  108  41  374  

（72．3）   （78．1）   （78．3）   （85．4）   （77．1）  
全体  やや不満  

148  151  138  48  485  

（100．0） （100．0） （100．0） （100．0） （100．0）  

注1）（）内は構成比を示す。  
注2）無回答は除く。  

表39 余暇が不満であるに対する階層的重回帰分析  

ステップ1  ステップ2  

説明変数  標準偏回 偏相関  標準偏回 偏相関  

帰係数  係数  帰係数  係数  

平日の自由時間が少ない  

休日が少ない  

長期休暇が少ない  

休暇，休日の予定が立てにくい  

家事・育児に時間がかかる  

介護に時間がかかる  

お金がかかりすぎる  

近くに適当な施設がない  

利用したい時間に施設が空いていない  

家族などとの時間があわない  

性別  

年齢  

同居あり  

官舎あり   

0．027    0．026  

0．159＊＊＊  0．152   

0．062    0．061   

0．060    0．058   

0．070    0．068   

0．011  0．011   

0．025  1．024   

0．003    0．003  

－0．027   －0．027  

－0．024   －0．023   

0．049    0．047  

0．137＊＊  0．129   

0．078    0．077   

0．060    0．057  

0．131＊   0．118   

0．021  0．021  

0．035    0．034  

0．007    0，007  

－0．036   －0．036  

…0．007   －0．007  

…0．079   －0．066  

－0．101  －0．082  

－0．099   －0．073  

－0．045   －0．040  

墓相関係数（R）  0．212  0．266  

F検定  2．244＊  2．289＊＊  

注）＊は有意水準5％，＊＊は有意水準1％，＊＊＊は有意水準0．1％未満で有意差があることを示   

す。   
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をより持っていることが分かる。大川（1997）  

の男子矯正職員についての勤務意識の調査か  

ら40歳を境として，年齢とともに勤務意欲が  

高くなるという研究結果に一致する。男子職  

員の「4 他の職員よりもはるかに矯正のた  

めに尽くそうという気持ちが強い」「6 矯  

正の役に立っなら，自分の私生活が犠牲にな  

っても仕方がない」「7 たとえ現在よりも  

いい仕事や高い給料が与えられても，矯正の  

仕事が好きなので，他の仕事に移る気はない」  

について，18～29歳は「肯定」を有意に少な  

く，「否定」を有意に多く選択しており，勤  

務意欲がより少ないと解釈できるが，その理  

由としては今回の調査内容が，他の職員との  

比較や私生活を犠牲にするという内容が影響  

していると考えられる。   

また，企業帰属意識尺度から，項目の内容  

を考慮すると女子職員の勤務意欲が高く，更  

に男子職員はより強い勤務意欲及び職務の継  

続意志を保っていると捉えることができる。  

このことは，職務定着に対する意識が，男子  

が約8割であるのに対して，女子が約6割で  

あることに対応していることからも理解でき  

よう。   

健康状態調査についてみると，男子職員の  

結果からは，50歳以上で「不健康」の回答が，  

また，40歳未満で「健康」の回答がそれぞれ  

多いことが分かる。項目別に見ると「3 体  

力の衰えを感じる」「4 成人病（生活習慣  

病）に対して心配である」「5 運動不足で  

ある」について，18～29歳においては「否定」  

が，40歳以上においては「肯定」が，有意に  

それぞれ多くなっている。女子職員について  

は，選択された割合を年齢別に見ていくと，  

年齢とともに「疲労感」，「気になる症状」が  

増えていることが分かる。また，女子職員は，  

年齢が上がるにつれて，家庭との両立や，身  

体的な変化等，男性職員とは異なった要因が  

付加される可能性も考えられる。   

余暇に関する意識調査については，男女間   

別は「男性」を1，「女性」を2とし，同居  

については，「なし」を1，「あり」を2，  

官舎ついても同居と同様にカテゴリカルデー  

タに変換した。年齢は調査時年齢をそのまま  

投入した。表39は，「職場の不満足度」と同  

様の手続きを経て実施した階層的重回帰分析  

の結果である。ステップ1は，余暇ストレッ  

サー項目のみ投入したものであり，「休日が  

少ない」は．159（p＜．001）で，目的変数であ  

る「余暇の不満度」に対して有意に影響を与  

えていることが分かる。ステップ2では，「職  

場に対する不満」と同様にステップ1の説明  

変数に本人の属性までを含めて説明変数に投  

入した。結果としては，「休日がすくない」  

は．137（p＜．01），「家事育児に時間がかか  

る」が．131（p＜．05）の順で目的変数である  

「職場の不満度」がそれぞれ影響を受けてい  

ることが分かる。重相関係数から，ステップ  

2の方が，モデルとしての適合性が高いこと  

が明らかになった。  

5 考察  

（1）性別。年齢群別から見た行刑施設職員の   

特徴   

職業に関する意識調査について，職業志向  

尺度からは，「3 仕事仲間との人間関係が  

よいこと」「安定した勤め先であること」に  

おいて男女職員共に約9割が「重要視」の回  

答をしていることから，男女職員共に，人間  

関係及び勤務条件を重視していることが分か  

る。   

男子職員の企業帰属意識尺度における「4  

他の職員よりもはるかに矯正のために尽くそ  

うという気持ちが強い」「6 矯正の役に立  

つなら，自分の私生活が犠牲になっても仕方  

がない」「9 せっかくここまで勤めたのだ  

から，これから先も矯正の仕事を続けたい」  

の残差分析の結果から分かるように40歳以上  

の職員は，組織のために働きたいという意欲  
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で目的意識の差が挙げられる。男子職員の余  

暇に対しては「スポーツ・読書。趣味などに  

よって自由時間を楽しむ」「家族，友人，知  

人との交流を楽しむ」等趣味や外向的な活動  

を志向するのに対して，女子職員は「家族，  

友人，知人との交流を楽しむ」「のんびり休  

養して鋭気を養う」と家庭的でのんびりした  

ものを志向する結果になっている。仕事と余  

暇の関係については，男女ともに両方が大事  

であると答える者が半数以上いるものの，余  

暇の満足度を見ると，男子の満足度が約4割，  

女子の満足度が約3割となっている。同居家  

族の割合を見ると，男子の50歳以上において  

は同居が多数を占めるものの，女子のそれで  

は同居なしが約4割を占めることから，家族  

形態の違いが余暇に影響を与えていると考え  

られる。   

生活一般に関する意識調査では，男子職員  

での職場のクラブ活動参加に対して40歳を区  

切りとして，参加の可否がはっきり分かれて  

いる。これは住まいの形態が官舎であるか否  

かと同じ傾向であり，クラブ活動は普段接触  

することの多い官舎の住人の方が誘われやす  

いのであろうか。また，クラブ活動の中心は，  

運動部であることが多く，官舎に多くの割合  

が住んでいる若年職員の方が参加しやすいた  

めと考えられる。官舎生活の満足度について  

は，18～29歳において有意に低くなっており，  

また，40歳未満は全体として刑務官生活に不  

満を感じていることから，若い職員ほど，様々  

なストレスを抱えていると考えられる。女子  

職員については，30歳以上になると，6割以  

上が官舎外から通勤し，クラブ活動に参加し  

ていない割合が比較的多く，全体としての刑  

務官生活に対しては，「満足」とも「不満」  

でもない回答が多いことが分かる。このこと  

は，職場や仕事以外では，同僚との付き合い  

は積極的に行わないという合理的な生活様式  

と捉えることができよう。   

「現在の休日数」については，男女ともに  

約6割が少ない と回答しており，「希望する  

連続休暇日数」については，男女とも年齢が  

低いほど，長い休暇を希望している。余暇に  

対する不満の理由については，休日の日数が  

足りないことが大きな原因となっていると推  

察される。  

（2）職業に関する意識  

① 職業志向尺度   

職業志向尺度は得点が高いほど，仕事の条  

件や期待が高いことから，言いかえると，そ  

れだけ職業内容に対しても関心が高いと捉え  

ることができる。結果のとおり，40～49歳の  

職員は，職業の職務意識が高いことと関連が  

あると考えられる。大川（1997）の研究は各  

施設の業務運営の中心である40歳代がかなり  

のストレスを感じている事を実証的に示して  

おり，多忙な勤務状況に適応するために，職  

業志向尺度得点が高くなったと考えられる。  

男子職員の職業志向尺度得点が女子職員のそ  

れよりも高くなったことについては，女子の  

年齢分布の半分以上が29歳未満であり，39歳  

までが8割以上を占めることとなっているた  

め，男女間に差が出たと考えられる。また，  

女子職員については，50歳以上の職員で男子  

職員の得点よりも高くなっているが，女子職  

員の年齢分布から鑑みるに，女子職員の場合  

は途中で退職している例が多いと考えられ，  

50歳以上で勤務している女子職員は，より職  

務に対して忠実であるためと考えられる。つ  

まり，職業志向得点の低い部分にあたる人が  

いなくなったと考えられ，その結果40歳代と  

50歳代の間において男女の得点が逆転したと  

推察できる。  

② 企業帰属意識   

40歳以上の職員において企業帰属意識得点  

が，有意に高くなっている。40歳以上といえ  

ば，勤務年数においては折り返し地点を超え  

たところであり，定年までの勤務年数が勤続  

年数よりも短くなってくる時期でもある。企  

業帰属意識尺度は，その内容として，職務に   



行刑施設職員の生活と意識に関する研究（その1）  67  

があげられる。内城（1981）の調査は，18～29  

歳の職員が90％を占めているのに対して，今  

回調査では，表1にあるように18～29歳の職  

員は54．7％である。よって今回調査対象の約  

半分は，30歳以上である副看守長以下の職員  

であり，上司との年齢差が少ないか若しくは  

上司よりも年齢が高いこともあると推察され  

る。   

男子職員全体に行った意識調査（表12）の  

残差分析からは，50歳以上において「よい上  

司にめぐまれないから」が有意に多くなって  

いる。このことから，自分とほぼ同じ年齢か  

年下である上司に対して，何らかの不満を抱  

いていると予想される。また，第一線の処遇  

現場では，上意下達の制度から，自分の意志  

で処遇を実施しているという実感を持ちにく  

いのではないかと解釈できる。このことは「仕  

事自体に生きがいがない」という仕事のやり  

がい，「自分の能力が発揮できる場所がない」  

という充足感を持てないことにも同様のこと  

が考えられる。また，職業志向尺度からは，  

男女職員共に人間関係，勤務条件を重視して  

いることが示されたが，重視しているが故に，  

その点について不満を抱きやすいとも考える  

ことができよう。「労働時間や休暇に不満が  

あるから」という勤務条件については，余暇  

との関係で検討する。また，「現在の地位や  

仕事が気に入らないから」という漠然とした  

不満があることについては，今後詳細な検討  

が必要である。  

（3）余暇に関する意識  

① 余暇を一緒に過ごす人。場所   

表19から，男女ともに，「家族」「職場以  

外の友人」「自分独り」「職場の友人」の順  

で余暇を一緒に過ごしていることが分かる。  

29歳までは，余暇において職場以外の友人と  

の交流が目立つが， 年齢とともに家族と過ご  

す割合が多くなると考えられる。一方で，50  

歳以上の男子職員については，自分独りと回  

答する者が有意に多く，これは家族形態の変   

対する積極的な意欲という観点に加え，所属  

する組織に従い，組織から得られるものがあ  

る限り，その組織にとどまっていたいという  

受動的な意識も含まれている。この点から，  

結果を概観すると，残された勤務年数が少な  

くなってくると，現在まで勤務したことに対  

する不協和を起こさないために，帰属してい  

る組織について従う傾向になると考えられる。   

また，男子の方が女子に比べて，企業帰属  

意識得点が高い結果であった。これは29歳以  

下の女子職員については，企業帰属意識尺度  

において，否定的回答の割合が男子よりも多  

く見られたように，若年女子職員は，職場に  

対して，比較的帰属意識が希薄であるためと  

考えられる。  

③ 職場の生活に対する不満の原因   

表35の階層的重回帰分析の結果において，  

適合性の高いステップ2からは，職場に不満  

を感じている職員における不満の原因として  

5項目が有意に選択されたが，その内容につ  

いて検討すると，「よい上司にめぐまれない  

から」という上司との対人関係，「仕事自体  

に生きがいがない」という仕事のやりがいや，  

また，「自分の能力が発揮できる場所がない」  

の不充足感，「現在の地位や仕事が気に入ら  

ないから」という漠然とした不満，「労働時  

間や休暇に不満があるから」という勤務条件  

であった。   

内城（1981）は大阪刑務所（支所を含む）  

で副看守長以下の全職員に対して行った調査  

の中で，同じ質問を実施しているが，不満の  

理由として「労働時間や休暇に不満があるか  

ら（54．2％）」「職場の施設や設備が不十分  

だから（45．8％）」「収入が少ないから  

（26．7％）」の順となっており，今回の調査  

結果とはやや結果が異なっている。さらに，  

内城（1981）の調査では，「よい上司にめぐま  

れないから」を選択した者は18．2％であり，  

今回の調査は男女共に5割前後選択されてい  

る。この結果の理由としては，調査対象の差  
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化や単身赴任の影響が考えられよう。50歳以  

上の女子職員についても，同様のことが予想  

できる。   

余暇を過ごす場所については，表20から男  

女ともに全体で見ると，「野外」「（自分の  

部屋以外の）屋内」「自分の部屋」の順とな  

っている。男子職員で29歳以下が「自分の部  

屋」で過ごす者が有意に多く，女子職員でも  

39歳以下が比較的多くなっている。   

余暇を過ごす人と場所の関連からは，29歳  

以下の若年職員は，家族以外の人と過ごすこ  

とが多く，男子は「自分の部屋」が有意に多  

く，女子は「屋外」が半数を占めることが分  

かった。余暇については，30歳以上の職員に  

見られるように，家族と過ごす割合が多いこ  

とから，家族との関係が余暇を過ごす際の大  

きな要因となっていると推察される。また，  

若者では自分の部屋で過ごす者が多く見られ  

たが，インターネットの普及など各世代の時  

代背景からも余暇の過ごし方に変化があると  

考えられる。  

② 希望する連続年休   

現在の休日目数については，表23からも分  

かるように男女全体では，ともに約6割が「少  

ない」と感じている。また，表24からは，男  

女ともに半数が，「7～10日」を連続希望休  

暇目数として希望している。特に男子職員に  

おいては，39歳末満は連続年休10日を有意に  

希望しているが，50歳以上では5日未満が有  

意に多くなっている。この特徴は，現代的社  

会人の特徴と捉えることができるのか，また，  

勤務年数や年齢的なものが大きく影響してい  

るかは断定できないが，今後の調査を継続す  

る余地があろう。   

表37からは，余暇に対して不満の人ほど希  

望する連続休暇日数は，多いことが分かる。  

③ 余暇に対する不満の原因   

表39の階層的重回帰分析の結果から，適合  

性の高いステップ2では，職場に不満を感じ  

ている職員における不満の原因として2項目  

が有意に選択されている。その内容として，  

まず「休日が少ない」がある‘。不規則な勤務  

形態であるものの，原則として，週休2日制  

は実施されており，表面的には問題がないよ  

うにも考えられる。しかし，「休日が少ない」  

の意味としては，職員全体に対する職場にお  

ける不満の原因調査（表12）からも，労働時  

間や休暇に対する不満が高まっていることが  

分かる。同じく職員全体についてであるが，  

表37から不満の原因は連続年休の取りづらさ  

であると考えられる。被収容者がいる処遇現  

場においては，他の職員配置との関係もあり，  

年休が取りにくいのが現状であろう。制度と  

してはあるものの，その制度が十分に運用で  

きていない点に余暇に対する不満があるので  

はないかと解釈できる。これは，職場の不満  

についての重回帰分析の結果から「労働時間  

や休暇に不満があるから」という勤務条件が  

選択されたことからも理解できる。   

「家事・育児に時間がかかる」については，  

表22から男女ともに「あてはまらない」が多  

く選択されているが，余暇に対して不満を感  

じている職員においては，有意に多く選択さ  

れた結果となっている。この理由としては，  

質問項目の意味する範囲が広いため，多様な  

意味を持たせてしまった可能性が考えられる。  

6 おわりに  

職業に関する意識調査，健康状態調査，余  

暇に関する意識調査等については，全般的な  

目安として40歳を区切りとして，意識の志向  

性に差が見られることが示された。また，職  

業・余暇についても，職場における対人関係や  

休日数についてなどある程度具体的な問題点  

が明らかになっている。職員研修に関しては，  

集合研修，実務研修等において，各種様々な  

研修が行われているが，今回の結果を元にし  

て研修内容・職務内容を吟味する必要がある  

かどうかを検討してはどうであろうか。困難   
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な矯正業務において，それぞれの年齢層の職  

員が，各職員の個性を十二分に発揮し，その  

場に応じた柔軟な対応を取ることができるよ  

うに本調査が還元できれば幸いである。   

今回，調査実施に当たって，御協力を賜っ  

た法務省矯正局をはじめ矯正施設関係各位に  

対して，心から謝意を表します。  

※α係数  

cronbachのα係数とも呼ばれ，信頼性係   

数のひとつであり，尺度内で内的一貫性を   

表している推定値である。尺度内すべての   

項目で同じ反応をするとα係数は1となる。   

逆に，尺度内で他と違った反応があると，   

α係数は低下する。  
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若林満 後藤宗理 鹿内啓子1983 職業レ   

ディネスと職業選択の構造 名古屋大学教   

育学部紀要，30，63－68   
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（資 料）  

，00 Ⅰ  

6糸R86調査  

矯正協会附属中央研究所  

調査の目的とお願い  

今回の調査は，矯正業務に関連して勤務環境の改善・矯正職員への支援等について  
どのようなことが必要と考えられるかを調査・研究するものです。   
このような目白勺をご理解のうえ，皆さんの生活と意識が正確に調査に反映するよう，  
ご協力お願いいたします。   

なお，調査用紙には名前を書く必要はありませんし，セットになっている封筒に密  
封して提出しノていただきますので，あなたの回答は他の人には分かりません。また，  
調査結果は全体をまとめてコンピューターで統計的に処理しますので，皆さんがどの  
ように答えたか個人的に問題になることはありません。   
思ったまま，感じたままを回答していただくようお願いします。  

調査票の答え方   

次のページから始まる各事項に対して，右側の回答欄の「あてはまらない」から「あてはまる」  
までのうち，あなたの考えに近いものを1つ選んで，その数字のところに○を付けてください0  

筈
 
 
 

ど
ち
ら
で
も
な
い
 
3
 
 

回
あ
ま
り
あ
て
は
ま
ら
な
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2
 
 

あ
て
は
ま
ら
な
い
 
1
 
 
 

あ
て
は
ま
る
①
 
 

す
こ
し
あ
て
は
ま
る
 
4
 
 

例えば，  

（質問）私は映画を見るのが好きである0   
琶  

修石ぼまるノカ†」最多点ぞの善房ノご  

劇Jとき放 ここ仁○をつ〝弄すニ   
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下記の項目について，あてはまる数字を記入欄に記入してください。  

項  目   記入欄   

問1  性別  

（男性は1，女性は2を記入してください。）   

問2  年齢  

（30歳であれば30のように，年齢を数字で記入してください。）   

問3  勤務年数  

（矯正の仕事に就いてからの年数〔月数は切り捨て〕を記入してください。  

例えば12年6ケ月の人は12と記入する。また，1年未満の人は○と記入  

してください。）   

問4  所属部門  

（下記の内容から1つ選んで石の欄に数字を記入してください。）  

1 総務関係（庶務・会計・用度）  2 処遇関係（処遇）  

3 処遇関係（作業）  4 教育関係（教育・厚生）  

5 分類関係（考査・審査・保護）  6 医務関係（保健・医療・看護）  

7 その他  

軽率牽蜂 

恐無頼煎瀕針礪軍 

問5  主につ＜配置  

（下記の内容から1つ選んで右の欄に数字を記入してください。）  

1 昼夜勤勤務  2 日勤勤務  

強襲裏窓衰麺療痕庚麺抱擁事痙醸顔 

ぞれ以外の人喧「問了」べ琴曲し七＜ださいこ   

問6  日勤の内容  

（下記の内容から1つ選んで右の欄に数字を記入してください。）  

1 工場勤務 2 舎房（受刑区） 3 舎房（拘置区） 4 構外作業  

5 内・外掃，営繕 6 処遇事務（書信・面会・雑務等） 7 出廷  

8 交代   

問7  階級  

（下記の内容から1つ選んで右の欄に数字を記入してください。）  

1 副看守長  2 看守部長（含む主任）  3 看守（含む主任）   

問8  同居家族  

（下記の内容から1つ選んで右の欄に数字を記入してください。）  

1 同居家族なし  2 妻（夫）のみ  3 妻（天）と子  

4 子のみ  5 妻（夫）と子およびその他の家族  6 その他   

＊＊＊ 次のページに進んでください。＊＊＊   
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少
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答
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問9   

あなたは，仕事に関して次の1～6の事項についてどのくらい重視してい  

ます机それぞれについて，右側の垣答欄甲「重要でない」から「重要であ  

る」までのうち，あなたの考え方に近い番号を1つ選んで，その数字に○を  

つけてください。  

1 仕事を通して社会の役に立つこと  

2 待遇や報酬が実力本位・能力本位であること  

3 仕事仲間との人間関係がよいこと  

4 上司との人間関係がよいこと  

5 安定した勤め先であること  

6 勤め先について世間で評判がよいこと  

あ
ま
り
重
要
で
な
い
 
2
 
 

重
要
で
な
い
 
1
 
 

3 4 5  

1 2 3 4 5   

1 2 3 4 5   

1 2 3 4 5   

1 2 3 4 5   

1 2 3 4 5  

あ
て
は
ま
る
 
 

少
し
あ
て
は
ま
る
 
 
 

答
 
ど
ら
ら
と
も
言
え
な
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回
 あ
ま
り
あ
て
は
ま
ら
な
い
 
2
 
 

あ
て
は
ま
ら
な
い
 
1
 
 

問10   

次の1～12までの文章を読んで，それぞれについて右側の回答欄の「あ  

てはまらない」から「あてはまる」までのうち，あなたの考え方に近い番号  

を1つ選んで，その数字に○をつけてください。  

1 職場の雰囲気は自分の価値観や考え方によく合っている  

2 矯正の理念を抵抗なく受け入れることができる  

3 幹部の考え方や運営方針には共鳴できるものが多い  

4 他の職員よりもはるかに矯正のために尽くそうという気持ちが強い  

を発展させるためならば，人蜘以上の努力をすることをいとわ   

5   

6 矯正の役に立つなら，自分の私生活が犠牲になっても仕方がない  

3 4 5  

1 2 3 4 5   

1 2 3 4 5   

1 2 3 4 5  

1 2 3 4 5  

1 2 3 4 5  

1 2 3 4 5  

1 2 3 4 5  

1 2 3 4 5  

1 2 3 4 5  

1 2 3 4 5  

1 2 3 4 5   

たとえ現在よりもいい仕事や高い給料が与えられても，矯正の仕事が  

好きなので，他の仕事に移る気はない  

たとえこの先，自分の望んでいる部門（希望する仕事）を歩むことが  

なくても，矯正の職場で働いていたい  

せっかくここまで勤めたのだから，これから先も矯正の仕事を続けた  

い  

自分の貢献に見合った待遇を受けていなければ，働く意欲はわいてこ  

ない  

今の職場で自分にとってやりがいのある仕事を担当させてもらえな  

いなら，ここにいてもあまり意味がない  

7  

8  

9  

10  

11  

12 今の仕事から得るものがあるうらは，矯正の仕事を続けたい  

＊＊＊ 次のページに進んで＜ださい。＊＊＊  
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問11   

矯正の仕事を今後もずっと続けて働きたいと思いますか。下の事項のうち「どうしても変わりた  

い」から「ずっと続けたい」までのうち，あなたの考え方に近い番号を1つ選び，右の回答欄に数  

字を記入してください。  

73   

回 答 欄  

「  

1 どうしても変わりたい  

2 機会があったら変わりたい  

3 どちらともいえない  

4 変わりたいと思うことはあるが，このまま続けることになろう  

5 ずっと続けたい  

問12   

職場生活の満足度について，下の事項のうち「不満」から「満足」までのうら，あなたの考え  

方に近い番号を1つ選び，石の回答欄に数字を記入してください。  

回 答 欄  

「  

1 不満  

2 やや不満  

3 どららでもない  

4 やや満足  

5 満足  

＊＊＊ 次のページに進んでください。＊＊＊   
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問13   

問12で「不満」と「やや不満」と答えた人に質問します。職場に不満があるとすれば，次の  

うらのどれにあてはまります机あてはまる互仝三の番号を右の回答欄の中で○をつけて下さい。  

あてはまるものが1から11までにない場合は，12その他を選んで，かっこの中にその理由を  

書いてください。（複数回筈可）  

回  答  欄  

74  

仕事自体に生きがいがないから  

収入が少ないから  

現在の地位や仕事が気に入らないから  

職場の安定性がないから  

よい上司に恵まれないから  

よい同僚に恵まれないから  

職場の施設や設備が不充分だから  

自分の能力を発揮する湯がないから  

1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
7
 
8
 
9
 
0
 
1
 
2
 
 

1
 
1
 
 
1
 
 

1  2  3  4  

5  6  7  8  

9 10 1-1 12 

労働時間や休暇に不満があるから  

昇級や昇進が学歴・研修歴によって決まってしまうから  

被収容者に問題が多いから  

その他（  

問14   

あなたの体調について，下の事項の「健康でない」から「健康」までのうち，自分にあてはま  

る答えの番号を1つ選んで，右の回答欄に数字を記入してください。  

回 答 欄  

「   

1 健康でない  

2 あまり健康でない  

3 どちらでもない  

4 やや健康  

5 健康  

＊＊＊ 次のページに進んで＜ださい。＊＊＊  
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あ
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な
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問15   

次の1から6までの事項について，右側の回答欄の「あてはまらない」  

から「あてはまる」までのうら，自分にあてはまる答えの番号を1つ選  

んで，その数字に○をつけてください。  

1 肉体的な疲労を感じる   

2  精神的な疲労・ストレスを感じる   

3  体力の衰えを感じる   

4  成人病（生活習慣病）に対して心配である   

5  運動不足である   

6  肥満である  

1 2 3 4 5   

1 2 3 4 5   

1 2 3 4 5   

1 2 3 4 5   

1 2 3 4 5   

1 2 3 4 5  

問16   

現在かかっている病気や気になる症状がありますか。下の事項の「はい」か「いいえ」のうち，  

自分にあてはまる答えの番号を1つ選んで，右の回答欄に数字を記入してください。  

回 答 欄  

1 はい  

2 いいえ  

問17   

問16で「はい」と答えた人に質問します。現在かかっている病気互づ三に○をつけて  

ください。あてはまるものがない場合は，その他に○をつけてかっこの中に病名を書いてくだ  

さい。  

高血圧， 低血圧， 肥満， やせすぎ， 脳卒中， 心筋梗塞， その他の心臓病，  

胃・十二指腸潰瘍， 慢性胃炎， 慢性気管支炎， 肝臓病， 糖尿病， 結核， 腰痛，  

貧血，  神経痛， 精神科疾患， 婦人科疾患， 眼科疾患， 耳鼻咽喉科疾患，  

泌尿器系疾患， 痔疾， 通風， 風邪， リュウマチ，  

その他（  

＊＊＊ 次のページに進んでください。＊＊＊  
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問18   

あなたにとって余暇活動の最も大きな目的は何でしょうか。下にある事項のうち，自分にあて  

はまる番号を1つ選び，右の回答欄に数字を記入してください。  

76  

r  
1 のんびり休養して鋭気を養う  

2 家族，友人，知人との交流を楽しむ  

3 自然に親しむ  

4 知識や教養を高める  

5 スポーツ・読書・趣味などによって自由時間を楽しむ  

6 仕事に役立つ能力開発のための学習を行う  

7 地域・社会的活動やボランティア活動を行う   

問19   

あなたは，仕事と余暇の関係についてどのように考えていますか。下の事項の  

のうち，あなたの考え方に近い番号を1つ選び，石の回答欄に数字を記入してください。  

r  
1 余暇を楽しむことが最も大切である  

2 できるだけ余暇を楽しむ  

3 仕事も余暇も両方大切である  

4 できる限り仕事の方に力を注ぐ  

5 仕事が最も大切である   

問20   

あなたは，余暇を誰と過ごすことが多いですか。下の事項の「自分独り」から「職場以外の  

友人」までのうち，自分にあてはまる番号を1つ選び右の回答欄に数字を記入してください。  

r   
1 自分独り  

2 家族  

3 職場の友人  

4 職場以外の友人  

＊＊＊ 次のページに進んでください。＊＊＊  
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問21   

あなたは，余暇をどこで過ごすことが多いですか。下の事項の「自分の部屋」から「屋外」  

までのうち，自分にあてはまる番号を1つ選び右の回答欄に数字を記入してください。  

77   

以外の）屋内   

r  
1
 
2
 
3
 
 

問22   

あなたの余暇活動について質問します。下の事項の「不満」から「満足」までのうち，あなた  

の考え方に近い番号を1つ選び右の回答欄に数字を記入してください。  

回 答 欄  不満  1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
 「  

問23   

問22で「不満」「やや不満」と回答した人に質問します。下にある事項のうち，あてはまるも  

のすべての番号を選び，右の回答欄の中の数字に○を付けてください。（複数回筈可）  

1 平日の自由時間が少ない   

2 休日が少ない   

3 長期休暇がない   

4 休暇，休日の予定が立てにくい   

5 家事・育児に時間がかかる   

6 介護に時間がかかる   

7 お金がかかりすぎる   

8 近くに適当な施設がない   

9 利用したい時間に施設が空いていない  

10 家族などとの時間帯があわない  

回  答  欄  

1  2  3  4  

5  6  7  8  

9  10  

＊＊＊ 次のページに進んで＜ださい。＊＊＊  
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問24  

あなたは現在の休日の日数についてどのように考えていますか。下の事項の「少ない」から  

「多い」までのうち，あなたの考え方に近い番号を1つ選び，石の回答欄に数字を記入してく   

ださい。  

78  

r  
1 少ない  

2 やや少ない  

3 現在の程度でよい  

4 やや多い  

5 多い   

問25   

あなたの希望として，連続して何∈‖木暇が欲しいですか。下の事項の「3日」から「20日以  

上」のうち，あなたの考え方に近い番号（1～5）を1つ選び，右の回答欄に数字を記入してく  

ださい。  

r  上
 
 
 
 
 
 
 
以
 
 

日
 
日
 
 

日
 
日
 
日
 
0
 
0
 
 

3
 
5
 
7
 
1
 
2
 
 
 

1
 
2
．
3
 
4
 
5
 
 
 
問26   

職場内での余暇活動（クラブ・文化活動等）について質問します。下の事項の1から5までの  

うち，あなたにあてはまる数字を1つ選び，石の回答欄に数字を記入してください。  

r   

1 まったく参加していない  

2 あまり参加していない  

3 ときどき参加している  

4 いつも参加している  

5 職場にクラブ活動がない  

＊＊＊ 次のページに進んで＜ださい。＊＊＊  
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問27   

次の1と2の事項について，右側の回答欄の「とても不満」から「大いに満  

足」までのうち，あなたの考えにあてはまる答えの番号を1つ選んで，その番  

号に○をつけてください。  

1 全体として刑務官の生活に満足しているか   

2  研修の内容・制度について満足しているか  

1 2 3 4 5   

1 2 3 4 5  

問28   

現在の住まし＼の形態について，自分にあてはまる答えの番号を1つ選び，右の回答欄に数字   
を記入してください。  

回 答 欄  

「  
一
ト
 
 

タ
 
 
以
 
 

舎
舎
 
 

官
官
 
 
 

1
 
2
 
 
 

問29   

問28で「官舎」と答えた人に質問します。官舎生活に満足しているかどうかについて，自   

分にあてはまる答えの番号を1つ選び，右の回答欄に数字を記入してください。  

r  
1 とても不満  

2 不満  

3 どちらともいえない  

4 満足  

5 大いに満足  

＊＊＊ 次のページに進んでください。＊＊＊  
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問30   

単身赴任（ただし泊込作業場での勤務や他施設への長期警備応援は含まない）について，自   

分にあてはまる答えの番号を1つ選び，右の回答欄に数字を記入してください。  

80  

r  
1 したことがある  

2 したことがない   

問31   

単身赴任についてどのように考えていますか。下の事項の「したくない」から「してもいい」   

のうち，自分の考えにあてはまる答えの番号を1つ選び，石の回答欄に数字を記入してくださ   
い。  

r  
1 したくない  

2 できればしたくない  

3 どちらでもない  

4 場合によってはしてもいい  

5 してもいい  

＊＊＊ これでおわりです。＊＊＊  

＊＊＊ つけ忘れがないか，もう一度1枚目から見直して＜ださい。＊＊＊  

＊＊＊ ご協力ありがとうございました。＊＊＊   
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